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光
客
の
誘
致
に
も
つ
な
が
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
の
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ
ン
、
萩

時
代
ま
つ
り
、
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

な
ど
は
多
く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
支
え
ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
館
し
て
１
年
余
り
と
な

り
ま
す
萩
博
物
館
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
の
皆
さ
ん
な
ど
の
尽

力
で
、
こ
の
た
び
も
年
末
年
始
に
開

館
す
る
こ
と
が
で
き
、
観
光
客
や
帰

省
客
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
今
、
各
分
野
で
市
民

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
積
極

的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
は
、
市
民
参
加
に
よ
り

支
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
引
き

続
き
市
民
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て

地
方
自
治
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

本
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
「
改
革

の
年
」
で
す
。
国
に
お
い
て
は
、
郵

政
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
分
野
で

改
革
が
行
わ
れ
、
戦
後
構
築
さ
れ
た

諸
制
度
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
変
革
」
の
時
代
と
い
わ
れ

る
ゆ
え
ん
で
す
。

　

地
方
行
政
制
度
に
お
い
て
も
、
地

方
分
権
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
な

か
で
、
分
権
に
耐
え
得
る
受
け
皿
づ

く
り
と
の
考
え
方
の
も
と
に
、
全
国

津
々
浦
々
で
市
町
村
合
併
が
進
展
し

て
い
ま
す
。
本
市
は
、
来
た
る
べ

き
分
権
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
し
た
基
礎
自
治
体
の
形
成

を
目
指
し
て
、昨
年
３
月
に
合
併
し
、

新
市
と
し
て
２
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
各
分
野
、
領
域
に
自
治

体
ご
と
に
あ
っ
た
「
行
政
の
壁
」
が

取
り
払
わ
れ
、
新
市
民
と
し
て
共
通

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
施

策
の
統
一
に
伴
う
住
民
負
担
の
増

大
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
避
け
る
た

め
、
合
併
前
の
ま
ま
と
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
が
ら
早

急
に
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
広
大
な
面
積
を
有
す
る
新

市
の
各
地
域
の
産
業
、
伝
統
、
文
化

な
ど
の
特
性
を
相
互
に
理
解
す
る
た

め
に
萩
探
訪
ツ
ア
ー
等
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
各
地
域
の
特
性
を
十
分

い
か
し
な
が
ら
、
山
積
す
る
諸
課
題

に
、
果
敢
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

先
般
、
国
に
お
い
て
我
が
国
の
人

口
が
減
少
に
転
じ
た
と
の
衝
撃
的
な

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
人
口
統
計
を

開
始
し
た
明
治
32
年
以
来
、
戦
時
中

の
空
白
期
間
を
除
け
ば
、
初
め
て
の

減
少
で
す
。

　

本
市
は
全
国
に
先
行
し
、
人
口
減

少
が
既
に
毎
年
続
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
こ
の
た
び
の
国
勢
調
査
の
速
報

値
に
よ
る
と
、
３
７
０
０
人
余
り
の

減
少
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
へ
の
対
処
は
本

市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
特
に
、

若
い
世
代
が
流
出
し
て
い
く
こ
と
が

問
題
で
す
。
若
い
世
代
が
こ
の
地
に

定
着
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
ど

う
行
う
か
、
安
定
し
た
雇
用
を
ど
う

確
保
す
る
か
、
一
方
で
、
農
業
、
漁

業
等
の
分
野
で
の
後
継
者
不
在
に
ど

う
対
応
す
る
か
、な
ど
の
観
点
か
ら
、

新
市
に
お
い
て
、
産
業
分
野
で
の
施

策
の
充
実
や
地
場
事
業
の
拡
充
を
図

る
た
め
に
、
合
併
時
に
経
済
部
を
農

林
、
水
産
、
商
工
観
光
の
３
部
に
分

割
し
、
諸
施
策
の
検
討
に
入
っ
て
い

ま
す
が
、
本
年
、
企
業
の
誘
致
・
創

業
・
起
業
支
援
の
担
当
を
新
た
に
設

け
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
取
り
組

ん
で
行
こ
う
と
の
心
構
え
で
臨
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
１
４
３
年
前
、
海
外
で
学

ぼ
う
と
し
た
松
陰
先
生
の
遺
志
を
継

い
だ
５
人
の
若
者
が
、藩
命
に
よ
り
、

命
を
か
け
て
萩
か
ら
英
国
に
留
学
し

ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
各
分
野
で
活

躍
し
、
我
が
国
の
近
代
化
の
礎
を
築

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
５
人
は
、「
長
州
五
傑
」
と

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
英
国
で

は
、
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
若
き
群

像
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
と
し
て
、
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
こ
の
物
語

の
映
画
化
に
伴
い
、
昨
年
末
、
本
市

に
お
い
て
撮
影
が
行
わ
れ
、
来
年
春

に
は
全
国
一
斉
に
封
切
り
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
れ
を
機
に
萩
博
物
館
で

の
企
画
展
示
・
講
演
会
の
開
催
を
は

じ
め
、
国
内
ゆ
か
り
の
地
に
市
民
号

を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
更
な
る
観

施政方針
平成18年度

　
　

合
併
後
１
年

　
　

人
口
減
少

　
　

長
州
フ
ァ
イ
ブ

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
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１
月
20
日
、
小
泉
首
相
が
第

１
６
４
通
常
国
会
で
施
政
方
針
演
説

を
行
い
、
締
め
く
く
り
に
述
べ
た
の

が
、
松
陰
の
言
葉
。

　

幕
末
の
時
代
、
松
陰
は
、「
志
士
は

溝こ
う
が
く壑

に
在
る
を
忘
れ
ず
」（
志
あ
る
人

は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
、
溝
や
谷

に
落
ち
て
死
ぬ
覚
悟
を
持
つ
べ
き
だ
）

と
い
う
孔
子
の
言
葉
で
、
志
を
遂
げ

る
た
め
に
は
い
か
な
る
困
難
を
も
厭

わ
な
い
心
構
え
を
説
き
ま
し
た
。

　

首
相
は
、
学
生
時
代
に
感
銘
を
受

け
、
政
治
家
の
原
点
と
な
っ
た
と
い

う
こ
の
言
葉
を
用
い
て
、
改
革
へ
の

決
意
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

吉
田
庫
三（
１
８
６
７
〜
１
９
２
２
）

は
、
松
陰
の
甥
で
後
に
吉
田
家
を
継

い
だ
人
物
で
、
１
９
０
８
年
（
明
治

41
年
）か
ら
旧
制
第
四
中
学
校（
現
：

横
須
賀
高
校
）
の
初
代
校
長
と
し
て

14
年
間
務
め
ま
し
た
。

　

庫
三
は
在
任
中
、
松
陰
の
思
想
を

説
き
、
名
校
長
と
し
て
肖
像
画
や
胸

像
、
庫
三
文
庫
が
残
さ
れ
て
お
り
、

横
須
賀
高
校
に
は
、教
育
へ
の
情
熱
、

厳
し
さ
が
し
っ
か
り
と
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　

小
泉
首
相
は
、
横
須
賀
高
校
35
年

度
の
卒
業
生
で
す
。

　

３
月
６
日
も
過
ぎ
、
合
併
か

ら
早
や
１
年
。
合
併
に
明
け
、

合
併
に
暮
れ
る
日
々
が
続
い

た
。
今
、
感
慨
無
量
。
制
度
や

運
用
が
悉

こ
と
ご
とく

異
な
り
、
調
整
・

統
一
を
図
る
苦
労
。
し
か
し
多

く
の
皆
さ
ん
が
、
新
市
の
一
体

感
を
醸
成
す
べ
く
御
努
力
い
た

だ
い
た
。
合
併
の
成
否
は
、
歴

史
が
評
価
す
る
。
そ
の
歴
史
の

評
価
に
耐
え
得
る
よ
う
、
今

は
た
だ
ひ
た
す
ら
努
力
あ
る
の

み
。

　

住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
決

定
が
出
来
る
よ
う
分
権
の
推
進

と
、
行
政
の
壁
が
な
く
な
っ
た

新
市
の
振
興
発
展
の
夢
が
実
現

出
来
る
よ
う
、
全
力
傾
注
し
て

い
き
た
い
。

　

大
同
団
結
に
合
意
を
い
た
だ

い
た
市
議
会
議
員
各
位
も
、
議

会
に
お
い
て
協
定
項
目
の
遵
守

の
チ
ェ
ッ
ク
等
熱
心
に
議
会
活

動
に
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
。

間
も
な
く
、
在
任
特
例
の
期
間

が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
議

員
各
位
の
実
に
真
摯
な
対
応
ぶ

り
に
心
か
ら
感
謝
し
、
ま
た
合

併
に
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
い

た
多
く
の
市
民
各
位
に
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム

No.11

　

野
村
市
長
は
、
３
月
１
日
首
相
官

邸
（
千
代
田
区
永
田
町
）
を
表
敬
訪

問
し
、
小
泉
純
一
郎
首
相
に
吉
田
松

陰
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
贈
り
ま
し
た
。

　

小
泉
首
相
は
松
陰
フ
ァ
ン
で
知
ら

れ
、
今
年
１
月
の
施
政
方
針
演
説
で

も
松
陰
が
「
講
孟
余
話
」
で
用
い
て

い
る
言
葉
を
引
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
受
け
松
陰
の
生
誕
地
の
萩
市
か

ら
、
所
有
し
て
い
た
松
陰
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
（
全
長
約
60
㎝
）
の
贈
呈
を
申

し
出
た
も
の
で
す
。

　

な
お
首
相
は
、
最
初
の
総
裁
選

が
終
わ
っ
た
と
き
も
、
松
陰
の
言
葉

「
か
く
す
れ
ば　

か
く
な
る
も
の
と

知
り
な
が
ら　

已
む
に
已
ま
れ
ぬ
大

和
魂
」と
心
境
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
最
初
も
最
後
も
松
陰
先
生
の
言
葉

だ
っ
た
な
ぁ
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
首
相
は
「
松
陰
や
高
杉
晋

作
は
、
現
代
の
我
々
が
学
ぶ
べ
き
教

訓
、
生
き
方
を
示
し
て
い
る
。
維
新

に
か
け
る
志
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

集
ま
っ
た
若
い
記
者
に
対
し
語
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
長
が
、
明
倫
小
学
校
で
は
毎
朝

始
業
時
に
松
陰
の
こ
と
ば
を
朗
唱
し

て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、
首
相
は

「
そ
れ
こ
そ
、
地
域
の
特
色
あ
る
教

育
だ
ね
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

小
泉
首
相
に
吉
田
松
陰
像
を
贈
る

松
陰
と
施
政
方
針
演
説

吉
田
庫く

ら
ぞ
う

三
と

横
須
賀
高
校
と

小
泉
首
相

長
嶺
武
四
郎 

作

（
萩
市
出
身
の
彫
刻
家
）
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介護保険制度の基本理念である高齢者の「自立支援」と「尊厳の保持」が図られ、制度の
持続可能性を高めるための制度改正が行われます。制度改正の主な内容は次のとおりです。

地域支援事業
が始まります

要支援、要介護になるおそれのある高齢者を対象とした介護予防事業
を介護保険制度に新たに位置づけました。

予防が重視されます

新予防給付
が始まります

要介護状態等の軽減、悪化防止に効果的な軽度者を対象とした新たな
予防給付が始まります。
介護予防プラン等の作成は「地域包括支援センター」が実施（居宅介
護支援事業所へ一部委託）します。

18 年４月１日以降
３

15 号

施設給付の見直し

居住費・食費の見直し 介護保険施設などの居住費・食費が保険給付の対象外とり全額自己負
担となりました。

17 年 10 月１日以降

低所得者に対する配慮 低所得者の施設利用が困難にならないように、負担軽減を図るため、
新たに補足的給付が始まりました。

９
１ 号

市報17年
９

15 号

新たなサービスのしくみができます

地域密着型サービス
が始まります

自立支援のために、住み慣れた地域での「地域密着型サービス」が始
まります。地域密着型のサービスは、グループホームや小規模多機能
型居宅介護（「通い」「泊まり」「訪問」の機能をもつサービス）などです。

18 年４月１日以降

地域包括支援センター
を開設します

市が窓口となって総合的な相談・支援を行うとともに、介護予防のマ
ネジメントを担う「地域包括支援センター」を開設します。

３
15 号

負担のあり方・制度運営の見直し

65 歳以上の保険料
の見直しなど

第１号被保険者のうち、所得の低い方の保険料設定の見直し等がされ
ます。また、市長の事業所への調査権限が強化されます。

18 年４月１日以降
４

１ 号

介 護 保 倹 制度改正のポイント

サービスの質の確保・向上

介護サービス情報の
公表が始まります

介護サービス事業者の介護サービス情報は山口県のホームページで見
ることができるようになります。

18 年４月１日以降

事業者規制の見直し
ケアマネジメントの見直し

サービス事業所の指定に、更新制が導入されます。また、ケアマネジ
ャー（介護支援専門員）の資格の更新制が導入され、研修が義務化さ
れます。

県 事 業
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　介護保険制度がスタートして５年、介護を社会全体で支える制度として定着し
てきました。
　しかし、要介護者、中でも要支援や要介護１の軽度認定者が急増し、制度から
給付される費用も年々増加しています。
　これは、不活発な生活から心身の機能が低下する生活不活発症（廃用症候群）
が多くなったことによるものです。
　このような「生活の不活発化による生活機能の低下」を防ぐことを目的に、今
回の制度改正では特に「介護予防」のしくみが充実されます。

65
歳
以
上
の
高
齢
者

主治医
意見書

認定調査

要介護認定

申請をしていないが、
要支援・要介護になる
おそれのある人

申
請
を
し
た
人 介護保険の

介護サービス
（これまでの介護給付）

を利用

新しい介護保険のしくみと流れ

地域包括
支援センター

なぜ改正が
必要なの？

居宅支援事業者に連絡

居宅サービス

介護保険施設に連絡

施設サービス

介護保険の
介護予防サービス
（新予防給付）

を利用

市が行う
介護予防サービス
（地域支援事業）

を利用

４月から
介護保険制度が
　　変わります

予防を重視した新たなサービスが始まります

※「要介護１」が状態によって「要支援２」
と「要介護１」に分かれます

特定高齢者
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介護予防の新しいサービスの内容

市 が 行 う 介 護 予 防 サ ー ビ ス

介護保険の対象にならないが、健診、かかり
つけ医等との連携、関係機関からの連絡、訪
問活動等による実態把握等から介護予防が必
要と思われる方（特定高齢者）

介護予防プランを作成。目標を決め
て利用するサービスを考えます。

　歩行の安定や転倒予防などを目的に、
医師や理学療法士等の指導の下に軽い運
動やトレーニングを行います。

運動器の機能向上

　歯みがき・義歯の手入方法の指導や、
食事中むせないような訓練等を行い、お
いしく食べられるよう支援します。

口腔機能の向上

　予防教室の開催や、地域活動の参加を
通じて認知症・うつ・閉じこもり等の予
防や支援を行います。

認知症・うつ・閉じこもり予防

　管理栄養士等が低栄養予防のための食
事のとり方や食材購入時の指導、情報提
供を行います。

栄養改善ための食事のとり方

地域支援事業

対 象 者

要介護認定で要支援１・２と判定された方

利用申し込みの手続きを行います

保健師等の職員がご本人や家族と
の話し合いにより心身の状態や生
活環境などを把握します

〝介護予防プラン〟原案を作成

サービス担当者会議
目標を設定してそれを達成するた
めの支援を利用者・家族とサービ
ス担当者を含め検討します

介護予防プランを決定

新予防給付の介護予防サービスを
利用します。一定期間ごとに効果
を評価し、プランを見直します

・介護予防通所介護
・介護予防通所リハビリテーション
・介護予防訪問介護
・介護予防訪問リハビリテーション
・介護予防訪問看護
・介護予防居宅療養管理指導
・介護予防短期入所サービス
・介護予防住宅改修費支給
・特別介護予防福祉用具販売
・介護予防福祉用具貸与など

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

介護保険の介護予防サービス
新予防給付

対 象 者

※新予防給付でも実施されます。
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４月から４月から４月から
■センターの役割
　高齢者の方々が住み慣れた地域で、尊厳あるその人らし
い生活を送るためには、介護サービスをはじめ、福祉、医
療、権利擁護などさまざまなサービスを包括的、継続的に
提供していく必要があります。
　そこで、市では高齢者の方々の生活を支える総合的機関
として新しく「地域包括支援センター」を設置します。
■設置場所　
萩市福祉支援センター内（市役所横）　２５・３５２１　
対象地域：萩・川上・むつみ・旭・福栄
須佐総合事務所内（０８３８７・６・２０１８）
対象地域：田万川・須佐
■業務内容
　保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員等の専門職を
配置し、連携して次の事業を行います。
◎総合相談・支援
　住民の各種相談を幅広く受け付け、介護保険だけでなく、
さまざまな制度や地域資源を利用した総合的な支援を行い
ます。
◎介護予防ケアマネジメント
　介護予防対象者の選定や介護予防プランの策定や、評価
を行い、要介護状態にならないための予防と要介護状態の
悪化予防を図ります。
◎権利擁護、虐待早期発見・防止
　高齢者や障害者の人権・財産を守る権利擁護・虐待防止
事業の拠点として、成年後見制度の活用や虐待の早期発見・
防止を進めていきます。
◎ケアマネジメント支援
　ケアマネージャーのネットワークの構築や、困難事例に
対する助言などを行います。
■地域包括支援センター運営協議会の設置
　地域住民や医師会、介護保険サービス事業所等で構成す
る「地域包括支援センター運営協議会」によりセンターの
公正・中立性を確保します。

介護予防の拠点
地域包括支援センター

４月１日から市内に２か所設置します。

介
護
保
険
制
度
が

　
　

変
わ
り
ま
す

予
防
を
重
視
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
す

191

地域包括支援センター

０８３８（ ）
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萩
市
子
ど
も
栄
光
賞

■
文
化
奨
励
部
門

○
小
学
校	

森　

愛あ
い
り莉

（
明
倫
小
６
年
）

山
本
美み

お
ん音

（
椿
西
小
６
年
）

横
山
万ま

お緒
（
木
間
小
６
年
）

○
中
学
校

上
野
絵
理
（
相
島
中
３
年
）　

村
瀬
さ
や
か（
む
つ
み
中
３
年
）	

吉
村
美
穂
（
む
つ
み
中
３
年
）

■
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
部
門

○
小
学
校

岡　

伸
昌
（
椿
東
小
６
年
）	

穴
井
康し

ず
な那

（
椿
西
小
６
年
）	

木
村
翔し

ょ
う
ま

真
（
椿
西
小
６
年
）	

横
山
寅と

ら
い
ち

壱
（
椿
西
小
６
年
）	

玉
井
隆り

ゅ
う
す
け

資
（
大
井
小
６
年
）	

○
中
学
校　

世
良
昂こ

う
や弥

（
萩
東
中
３
年
）	

寺
田
裕
成
（
萩
東
中
３
年
）	

中
野　

瞬
（
萩
東
中
３
年
）	

東
野　

彩
（
萩
東
中
３
年
）	

藤
原
功
太
（
萩
東
中
３
年
）	

森
田
智
也
（
萩
東
中
３
年
）	

小
林　

富と
み
い（

萩
西
中
３
年
）	

松
原
万
理
（
萩
西
中
３
年
）	

佐
々
木
千ち

は
る陽

（
福
栄
中
３
年
）	

■
教
育
諸
活
動
奨
励
部
門

○
小
学
校

横
田　

優す
ぐ
る（

弥
富
小
６
年
）	

○
中
学
校　

該
当
者
な
し

萩
市
子
ど
も
栄
光
賞

文
化
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
諸
活
動
に
お
い
て
、
特
に
栄
誉

を
与
え
る
に
値
す
る
業
績
を
収
め
た
市
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生

徒
21
人
に
、
２
月
27
日
、
萩
市
子
ど
も
栄
光
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

萩
市
子
ど
も
栄
誉
の
記
録

　

文
化
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
他
教

育
諸
活
動
の
各
分
野
で
県
１
位
の
記
録
を

残
し
た
児
童
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
大
会
等

①
県
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
規
模
で
公
募
さ

　

れ
た
大
会
等

②
原
則
と
し
て
文
部
科
学
省
、
山
口
県
教

　

育
委
員
会
、
ま
た
は
学
校
教
育
に
深
い

　

関
わ
り
の
あ
る
県
以
上
の
研
究
会
等
が

　

主
催
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
・
発
表
会
等

■
文
化
部
門

○
小
学
校　
【
明
倫
小
５
年
】
上
野
翔
太

郎
、【
椿
東
小
２
年
】
濱
本
健
二
、【
椿

東
小
５
年
】
伊
藤
翔
平
、【
椿
西
小
６
年
】

山
本
美
音
、【
三
見
小
２
年
】
山
根
早
紀
、

【
川
上
小
２
年
】
湯
浅
佳け

い
こ子

、【
明
木
小
４

年
】
宮
㟢
星せ

な奈
、【
鈴
野
川
小
２
年
】
中

村
昇し

ょ
う
よ
う容

○
中
学
校　
【
萩
東
中
１
年
】
岡
田
萌
、

伊
藤
静
香
、
中
村
早
希
、
山
根
歩
美
、
吉

岡
美み

づ
き月

、【
萩
東
中
２
年
】
惣
田
萌
子
、

松
永
円ま

ど
か、

波
多
野
結
花
、
近
江
香
理
、

岡
村
友
、
尾
川
聖せ

い
ら良

、【
萩
東
中
３
年
】

小こ
た
か高

綾
野
、
船
戸
ち
な
つ
、
田
中
千
加
子
、

塩
見
藍
子
、
山
城
真
実
、
石
川
佳
那
恵
、

井
町
瞳
、
岩
武
朋
美
、
黒
田
菜
々
、
平
野

明
子
、【
相
島
中
３
年
】
上
野
絵
理
、【
川

上
中
２
年
】
佐
久
間
彩
乃
、
横
山
樹じ

ゅ
り理

、

【
む
つ
み
中
２
年
】
木
村
廉
太
郎
、【
福
栄

中
１
年
】
原
真
奈
美	

■
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

○
小
学
校　
【
明
倫
小
３
年
】
南の

う
の野

智
美
、

【
明
倫
小
４
年
】
金
子
里り

ず

む

摘
夢
、
瀬
畑

奈
々
、
岩
崎
優ゆ

か花
、
田
辺
真
梨
子
、
奥
川

優ゆ
う
み海

、
河
村
有
紀
、【
明
倫
小
５
年
】
兼

清
真
琴
、
山
本
果
奈
、
小
田
紗さ

え英
、
神
田

美
鈴
、
長
岡
咲さ

く
ら良

、
堀
永
真ま

ゆ結
、【
明
倫

小
６
年
】
岡
忠
志
、
東
野
華
菜
、【
椿
東

小
４
年
】
安
達
智
哉
、
上
利
浩
一
、
吉
岡

拓た
く
と人

、【
椿
東
小
５
年
】
濱
野
未み

ゆ夢
、
山

本
晃こ

う
き己

、【
椿
東
小
６
年
】
岡
伸
昌
、【
越
ヶ

浜
小
４
年
】
土
井
雅
子
、【
椿
西
小
５
年
】

國
廣
紀き

こ子
、【
椿
西
小
６
年
】
穴
井
康
那
、

木
村
翔
真
、【
三
見
小
４
年
】
尾
方
亮
太
、

木
村
京け

い
が雅

、【
大
井
小
６
年
】
玉
井
隆
資
、

【
弥
富
小
３
年
】
山
本
顕あ

き
の
ぶ

信
、【
弥
富
小
４

年
】
谷
岡
青お

う
み海

、
安
岡
龍り

ゅ
う
せ
い

星
、【
弥
富
小

６
年
】
豊
田
大
介
、
水

す
い
と
う頭

斗と

し

き
志
輝
、
松
原

雅
人
、
椋
木
慎
也
、
横
田
優
、【
佐
々
並

小
５
年
】
三
浦
和か

ず
ひ
で

継
、【
佐
々
並
小
６
年
】

白
上
一か

ず
き貴

、
高
森
翔
吾

○
中
学
校　
【
萩
東
中
１
年
】長
岡
舞
、【
萩

東
中
２
年
】
佐
伯
孝
子
、
田
中
桃
香
、
有

田
智
美
、
椙
里
紗
、【
萩
東
中
３
年
】
藤

原
功
太
、
森
田
智
也
、
世
良
昂
弥
、
東
野

彩
、
寺
田
裕
成
、【
萩
西
中
２
年
】
笹
村

直
也
、
瀧
悠ゆ

う

、【
萩
西
中
３
年
】
小
林
富
、

松
原
万
理
、
蔵
隅
佑
太
、【
福
栄
中
２
年
】

佐
々
井
胡く

る
み桃

、【
福
栄
中
３
年
】柴
田
明
奈
、

中
谷
暁あ

き
は羽

、田
邉
亜あ

い衣
、長
安
千
尋
、佐
々

木
千
陽

■
教
育
諸
活
動
部
門

○
小
学
校
【
弥
富
小
６
年
】
横
田
優

○
中
学
校　

該
当
者
な
し

　

こ
の
表
彰
事
業
は
、
合
併
前

の
旧
市
町
村
が
実
施
し
て
い
た

児
童
生
徒
表
彰
事
業
を
見
直

し
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
小
学
校

６
年
間
、
中
学
校
３
年
間
の
在

学
期
間
中
の
諸
活
動
に
対
し
て

最
終
学
年
の
小
学
６
年
生
、
中

学
３
年
生
を
表
彰
し
ま
す
。

萩
市
子
ど
も
栄
光
賞

受
賞
者

平
成
17
年
度

第
１
回

（
小
学
生
）

（
中
学
生
）
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田
中
初は

つ
お男

（
大
井
）

　

昭
和
35
年
萩
市
消
防
団
に
入
団
。

現
在
、
萩
市
消
防
団
中
央
方
面
団
大

井
第
２
分
団
長
。

金
子
栄
一
（
川
上
）

　

昭
和
48
年
川
上
村
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
川
上
方
面

団
長
。

原
壽と

し
は
る

治
（
中
小
川
）

　

昭
和
48
年
田
万
川
町
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
田
万
川
方

面
団
田
万
川
第
２
分
団
長
。

金
子
吉
男
（
吉
部
上
）

　

昭
和
48
年
む
つ
み
村
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
む
つ
み
方

面
団
本
部
分
団
長
。

消
防
庁
長
官
表
彰

亀
石
勇
（
須
佐
）

　

昭
和
46
年
須
佐
町
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
須
佐
方
面

団
須
佐
第
２
分
団
長
。

山
根
進
（
明
木
）

　

昭
和
47
年
旭
村
消
防
団
に
入
団
。

現
在
、
萩
市
消
防
団
旭
方
面
団
長
。

竹
内
幸ゆ

き
の
ぶ

生
（
紫
福
）

昭
和
43
年
福
栄
村
消
防
団
に
入
団
。

現
在
、
萩
市
消
防
団
福
栄
方
面
団
副

団
長
。

中
屋
健
司
（
椿
東
）

　

昭
和
42
年
萩
市
消
防
署
に
配
属
。

現
在
、萩
市
消
防
本
部
警
防
課
長（
消

防
司
令
長
）。

萩
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
（
会
長　

池
部
幾
代
）

　

昨
年
執
行
さ
れ
た
第
44
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
お
け
る
選
挙
啓
発
が

投
票
率
の
ア
ッ
プ
に
貢
献
。

総
務
大
臣
表
彰

衆
議
院
議
員
総
選
挙

受
章
・
受
賞
お
め
で
と
う

日
本
ジ
ュ
ニ
ア

室
内
陸
上
競
技
・
大
阪
大
会

全
国
大
会
優
勝
お
め
で
と
う

大
井
中
学
校

　

最
優
秀
校
は
全
国
で
７
校
（
中
学

校
は
大
井
中
の
み
）
で
、
県
内
初
。

　
「
健
康
フ
ァ
イ
ル
」
の
導
入
や
全

校
生
徒
参
加
運
営
型
の
学
校
保
健
委

員
会
の
開
催
な
ど
の
継
続
的
な
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
教
育
推
進
学
校

最
優
秀
校

　

２
月
11
日
、
大
阪
府
で
開
催
さ
れ

た
「
２
０
０
６
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内

陸
上
競
技
・
大
阪
大
会
」（
㈶
日
本

陸
上
競
技
連
盟
主
催
）
の
60
ｍ
ハ
ー

ド
ル
で
、
世
良
昂
弥
君
が
８
秒
17

の
記
録
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

世
良
君
は
、
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

で
今
年
度
、
春
季
・
秋
季
県
体
優
勝

を
は
じ
め
、
中
国
中
学
校
選
手
権
大

会
で
も
優
勝
す
る
な
ど
、
短
距
離
種

目
に
お
い
て
そ
の
実
力
は
全
国
レ
ベ

ル
。
昨
秋
開
催
さ
れ
た
岡
山
国
体
に

も
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
阪
大
会
で
は
楽
し
く
走
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
大
会
で
学
ん

だ
こ
と
を
次
の
大
会
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。
高
校
に
進
学
し
て
も
常
に

全
国
ト
ッ
プ
を
目
指
し
て
頑
張
り
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

優勝　
世良昂

こ う や

弥
（萩東中３年）

全
国
大
会
出
場

　
　

 

お
め
で
と
う

全
国
高
等
学
校
選
抜

　
　
　
　

少
林
寺
拳
法
大
会

　
（
３
月
25
日
〜
26
日　

香
川
県
）

■
男
子
組
演
武
の
部

萩
工
業
高
校　

少
林
寺
拳
法
部

舟
木
達
彦
（
１
年
）

村
木
桂け

い

（
１
年
）

■
女
子
単
独
演
武
の
部

小
倉
実み

や也

（
徳
佐
高
校
高
俣
分
校
１
年
）

青
少
年
読
書
感
想
文

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

岩田京子
（益田高２年、　　
　　　　下田万）

　

文
科
大
臣
奨
励
賞
は
、
高
校
生
の

部
で
は
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
次
ぐ
賞

で
、
全
国
で
二
席
に
あ
た
り
ま
す
。

　

受
賞
し
た
の
は
、「
村
田
エ
フ
ェ

ン
デ
滞
土
録
」（
著
者　

梨
木
香
歩
）

を
読
ん
だ
感
想
文
「
想
い
の
連
な

り
」。

　

友
情
に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
高

校
生
と
し
て
技
巧
を
弄ろ

う

す
る
こ
と
な

く
ま
と
め
た
力
量
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

（アートグラフィ撮影）
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至萩駅→

←
至
玉
江
浦

至
萩
市
街
→

至
長
門
↓

JA 萩市
山田支所

橋本川

市営住宅
玉江団地

萩スイミング
スクール

玉 
江 
橋
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子育て・障害者
を支援します

　

育
児
の
援
助
を
提
供
す
る
方
（
援

助
会
員
）
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
方
（
依
頼
会
員
）
か
ら
な
る
会
員

同
士
に
よ
る
育
児
の
相
互
援
助
活
動

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
主
な
業
務

①
会
員
間
で
行
わ
れ
る
育
児
に
関
す

る
相
互
援
助
活
動
の
調
整

②
会
員
の
交
流
を
深
め
、
情
報
交
換

の
場
を
提
供
す
る
た
め
の
交
流
会
等

の
開
催

③
育
児
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

■
入
会
手
続
き　

印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
セ
ン
タ
ー
備
え
付
け
の
入
会
申

込
書
を
提
出

■
登
録
料　

無
料

■
利
用
料
金
・
報
酬
（
１
時
間
）

○
平
日
の
昼
間
（
午
前
７
時
〜
午
後

７
時
）
６
０
０
円

○
平
日
の
早
朝
・
夜
間
、
土
・
日
曜

日
、
祝
日　

７
０
０
円

※
複
数
の
子
ど
も
を
預
け
る
場
合

は
、
２
人
目
以
降
半
額

※
１
人
目
の
子
ど
も
に
対
し
、
１
時

間
に
つ
き
３
０
０
円
の
助
成
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
２
４
・
０
５
３
０
）

　

働
く
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
に
、

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は

　

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
、
ま
た

は
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
が
、
病
気

や
け
が
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難
な

期
間
、
一
時
的
に
お
預
り
し
ま
す
。

■
登
録
方
法　

利
用
に
は
、
事
前
に

登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
い
つ
で

萩
市
こ
ど
も

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

子
ど
も
の
発
達
や
育
児
に
関
す
る

相
談
、障
害
の
あ
る
方
（
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
）
の
生
活
に

関
す
る
相
談
な
ど
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た

め
の
お
手
伝
い
や
、
交
流
・
本
人
活

動
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
す
。

　

相
談
方
法
に
つ
い
て
は
、
希
望
に

応
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
相
談
具
体
例

地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

・
障
害
の
あ
る
当
事
者
固
有
の
悩
み

を
聞
く
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

・
専
門
資
格
を
も
つ
職
員
に
よ
る
関

係
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど

■
開
所
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
休
み

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
地
域
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
５
５
０
１
）

萩
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
５
８
５
８
）

も
で
き
ま
す
が
、
毎
年
度
更
新
が
必

要
で
す
。

■
登
録
料　

無
料

■
利
用
方
法　

利
用
申
込
書
と
主
治

医（
か
か
り
つ
け
医
）の
意
見
書（
無

料
）
を
提
出

■
利
用
料　

１
日
１
８
０
０
円
（
給

食
代
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ　

楽
々
園
（
山
田
）

内
２
階　

萩
市
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
（
２
４
・
４
８
２
０
）

萩市楽々園

援助を受けたい
（依頼会員）

援助を提供したい
（援助会員）

調整

援助

利用料支払い

■
援
助
の
内
容

①
保
育
施
設
の
保
育
開
始
時
ま
で
子

ど
も
を
預
か
る

②
保
育
施
設
の
保
育
終
了
後
、
子
ど

も
を
預
か
る

③
保
育
施
設
ま
で
の
送
迎

④
児
童
ク
ラ
ブ
終
了
後
や
学
校
の
放

課
後
子
ど
も
を
預
か
る

⑤
子
ど
も
が
軽
い
病
気
の
時
や
、
臨

時
的
・
突
発
的
に
子
ど
も
の　

世
話

が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
子
ど
も

を
預
か
る
な
ど

はぎファミリー・
サポート・センター

登録登録

調整

育
児
の
援
助
会
員
・
依
頼
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

障 害 者 支 援 子 育 て 支 援

191

こどもデイサービス
センターほか

はぎファミリー・サポート・センター
地域療育支援センター
障害者生活支援センターほか

萩市福祉支援センター
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平
成
16
年
の
年
金
制
度
改
正
に
よ

り
、
平
成
29
年
度
ま
で
毎
年
、
保
険

料
が
月
額
２
８
０
円
ず
つ
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
す
。
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
現　

在
】
月
額
１
万
３
５
８
０
円

　
　
　
　
　
　

←

【
18
年
度
】
月
額
１
万
３
８
６
０
円

　

老
人
医
療
費
は
、
医
療
機
関
で
皆

さ
ん
が
支
払
わ
れ
る
一
部
負
担
金
の

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険

な
ど
か
ら
の
拠
出
金
、
国
や
県
、
市

か
ら
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
今
後
も
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
費
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

納付方法 保険料年額 割引額
１年前納
したとき

口座振替 162,830 円 3,490 円
納付書 163,370 円 2,950 円

半年前納
したとき

口座振替 82,220円（半年分）×2回　 164,440 円 1,880 円
納付書 82,480円（半年分）×2回　 164,960 円 1,360 円

月々納付
したとき

口座振替
（当月末振替）13,810円（月額）×12月　 165,720 円 600 円

口座振替
（翌月末振替）13,860円（月額）×12月 166,320 円 ―

納付書 13,860円（月額）×12月 166,320 円 ―

■国民年金保険料

国
民
年
金
だ
よ
り

保険料納付は、口座振替がお得です！

萩
社
会
保
険
事
務
所
（
２
４
・
２
１
５
８
）

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係（
２
５
・
３
２
３
９
）

年間老人医療費
1 人当たり
年間老人
医療費

萩　市 94 億 7,700 万円 78 万円

山口県 1,929 億 1,200 万円 82 万円

（参考）
全　国 11 兆 6,523 億 2,500 万円 75 万円

■平成16年度老人医療費

※口座振替をご希望の場合は、口座振替申出書を３月中に萩社会保険事務所へご提出ください。※全国は平成 15 年度の数値。

　

施
行
日
（
４
月
１
日
）
に
、
障
害

基
礎
年
金
と
厚
生
年
金
（
老
齢
ま
た

は
遺
族
）
の
受
給
権
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
年
金
受
給
者
で
あ
っ
て
、
併

給
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
支
給
額

が
高
く
な
る
方
に
対
し
て
は
、
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
平
成
18
年

５
月
中
旬
頃
に
「
お
知
ら
せ
」
お
よ

び
「
年
金
受
給
選
択
申
出
書
」
が
送

付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

■
地
域
教
育
審
議
会
と
は

　

合
併
前
の
各
市
町
村
に
３
〜
５
人

い
た
教
育
委
員
が
、
合
併
に
よ
り
市

全
域
で
５
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
地
域
教
育
審
議
会
」
は
、
地
域

の
意
見
を
市
の
教
育
行
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
の
新
し
い
機
関
で
す
。

■
主
な
役
割

　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
関
す
る

事
項
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
意
見
を

と
り
ま
と
め
て
、
教
育
委
員
会
に
報

告
し
ま
す
。

■
組
織
の
概
要

　

萩
、
川
上
、
田
万
川
、
む
つ
み
、

須
佐
、
旭
、
福
栄
の
７
地
域
ご
と
に
、

市
が
委
嘱
し
た
委
員
５
人
以
内
で
構

成
し
ま
す
。
委
員
の
任
期
は
２
年
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
萩
地
域
】

石
飛
孝
道（
椿
東
）、上
野
裕
士（
同
）、

大
枝
學（
椿
）、大
嶋
千
鶴
子（
河
添
）、

村
田
明
美
（
堀
内
）

【
川
上
地
域
】

岡
崎
圭
之
助
（
川
上
）、
能
美
明
彦

（
同
）、
横
山
玲
子
（
同
）	

【
田
万
川
地
域
】

新
川
眞
澄（
下
田
万
）、中
本
修
造（
江

崎
）、
吉
田
幸ゆ

き
な
が良	

（
上
小
川
西
分
）

【
む
つ
み
地
域
】

蒲
悟（
吉
部
下
）、佐
伯
博（
吉
部
上
）、

佐
々
木
智
惠
子
（
高
佐
下
）

【
須
佐
地
域
】

五
十
嵐
か
ず
子（
須
佐
）、尾
㟢
壽（
弥

富
下
）、
品
川
和た

か
ひ
さ

久
（
同
）、
田
村
雅

利
（
須
佐
）、
中
村
す
ま
子
（
同
）　

【
旭
地
域
】

石
田
吉よ

し
ふ
み

文
（
明
木
）
齊
藤
操
（
明
木
）

瀧
野
幸さ

ち
ろ
う

郎
（
佐
々
並
）

【
福
栄
地
域
】

齋
藤
隆
雄
（
福
井
上
）、
柴
田
京
子

（
福
井
下
）、
田
中
雍や

す
ひ
ろ

洋
（
紫
福
）、　

田
辺
宏（
福
井
下
）、長
岡
ミ
ド
リ（
紫

福
）

地
域
の
意
見
を
教
育
行
政
に
反
映

地
域
教
育
審
議
会
を
設
置

萩
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
行

政
を
推
進
す
る
た
め
、
合
併
前
の
市
町
村
の
区
域
ご
と
に

２
月
か
ら
「
地
域
教
育
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら

国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す

障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
等
の
併
給
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す

問い
合わせ

○
老
人
医
療
受
給
者

　

75
歳
以
上
（
昭
和
７
年
９
月
30
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
を
含
む
）、
ま

た
は
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
で
障

害
認
定
を
受
け
た
方
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
老
人
保

健
・
年
金
係
（
２
５
・
３
２
３
９
）

老
人
医
療
費
の
状
況

平
成
16
年
度
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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
民
登
録
（
外
国
人
登
録

含
む
）
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族

②
市
内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
方

と
そ
の
家
族

③
市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
方

※
他
市
の
交
通
災
害
共
済
と
の
重
複

加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

一
人
に
つ
き
年
額
５
２
０
円
。
途

中
加
入
の
場
合
は
、
１
か
月
45
円
の

月
割
り
。

　

掛
金
は
、
年
末
調
整
の
際
の
所
得

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。「
掛
金

払
込
証
明
書
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

申
込
時
に
発
行
し
ま
す
の
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
（
途
中
加
入
の
方
は
、

加
入
申
込
日
の
翌
日
）
か
ら
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

現
在
、
ご
加
入
の
方
は
、
３
月
31

日
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
現

在
ご
加
入
の
方
で
、
交
通
事
故
に
よ

り
入
院
等
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必

ず
３
月
31
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
継
続
さ
れ
な
い
場
合
は
、

３
月
31
日
で
給
付
は
打
ち
切
り
と
な

●
入
院　

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日

以
内
の
入
院
期
間

●
通
院　

事
故
の
日
か
ら
１
８
０
日

以
内
の
次
の
場
合
の

①
実
通
院
日

②
次
の
ア
〜
ウ
の
す
べ
て
の
条
件
を

満
た
す
非
通
院
期
間

ア　

傷
病
名
が
「
骨
折
・
脱

だ
っ
き
ゅ
う

臼
ま
た

　
　

は
筋
・
腱
・
靭

じ
ん
た
い帯

断
裂
」

イ　

傷
病
部
位
が
、
手
指
・
足
指
以

　
　

外

ウ　

ギ
プ
ス
な
ど
の
傷
病
部
位
固
定

　
　

具
を
装
着
し
て
い
る

※
共
済
期
間
中
の
交
通
事
故
で
、
か

つ
共
済
期
間
中
の
死
亡
・
入
院
・
通

院
が
給
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

り
ま
す
。

※
総
合
事
務
所
管
内
の
方
が
３
月
31

日
ま
で
に
事
故
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

各
総
合
事
務
所
ま
た
は
支
所
で
請
求

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
申
込
書
を
市
報
と
一
緒
に
配

付
し
ま
す
の
で
、
加
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

掛
金
を
添
え
て
３
月
31
日
ま
で
に
市

民
活
動
推
進
課
、
各
総
合
事
務
所
、

支
所
・
出
張
所
で
加
入
手
続
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
４
月
１
日
以
降
も
随

時
加
入
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
平
成
16
年
度
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

地
区
調
査
員
・
区
長
・
駐
在
員
等
に

よ
る
取
り
ま
と
め
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

自
損
事
故
で
も
、
す
ぐ
最
寄
り
の

警
察
署
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
（
給

付
に
は
、
原
則
と
し
て
交
通
事
故
証

明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
警
察

へ
の
届
出
が
な
い
と
発
行
さ
れ
ま
せ

ん
）。
や
む
を
得
ず
交
通
事
故
証
明

書
が
取
れ
な
い
場
合
、
ま
た
、
ご
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

　

自
動
車
、バ
イ
ク
、自
転
車
、ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
車
椅
子

等
に
乗
っ
て
い
る
と
き
の
事
故
や
こ

れ
ら
と
接
触
・
衝
突
し
た
事
故
、
道

路
進
行
中
に
起
こ
っ
た
建
物
や
工
作

物
の
倒
壊
、
こ
れ
ら
か
ら
の
物
の
落

下
に
よ
る
事
故
等
も
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

た
だ
し
、
対
象
と
な
ら
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
活
動
推
進
課
お
よ
び
各
総
合

事
務
所
備
え
付
け
の
所
定
用
紙
に
よ

り
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
共
済
金
支
払
請
求
書（
所
定
用
紙
）

②
交
通
事
故
証
明
書
（
コ
ピ
ー
可
）

③
交
通
事
故
発
生
通
知
書
（
所
定
用

紙
）

④
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
入
院
通
院

自
己
申
告
書
（
所
定
用
紙
）

⑤
加
入
証
書

⑥
戸
籍
謄
本
（
死
亡
の
場
合
の
み
）

　

共
済
金
の
請
求
期
間
は
、
交
通
事

故
発
生
の
日
か
ら
２
年
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。
以
後
の
請
求
は
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
、
請
求
は
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）・
各
総
合
事
務

所

共済金一覧表

死　　亡 交通事故死亡 1,000,000 円

入　　院 １日につき（180 日限度） 1,000 円

通院治療

10 日以内 7,000 円

11 日以上 9,000 円

21 日以上 12,000 円

31 日以上より 10 日増すごとに 5,000 円を
加算します。（最高 91 日以上で 47,000 円）

掛金は年間わずか 520 円交通災害共済
　市では、交通事故救済の一助として「萩市民交通災害共済制度」を設けています。
現在加入している方は、３月 31 日で共済期間が終了します。
　平成18年度の申込みは３月15日から受け付けますので、市役所の市民活動推進課、
各総合事務所地域振興課、支所・出張所に加入申込書を提出してください。

保
障
額
は
…

３月15日から受付開始！

加
入
で
き
る
方
は
…

掛
金
は
…

共
済
期
間
は
…

加
入
申
込
み
は
…

事
故
が
起
こ
っ
た
と
き
は
…

対
象
と
な
る
交
通
事
故
は
…

給
付
請
求
手
続
き
は
…
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い
う
消
化
液
を
作
っ
た
り
す
る
臓
器

で
す
。膵
臓
が
厚
み
の
薄
い
臓
器
で
、

お
腹
の
深
い
所
に
あ
り
、
多
く
の
臓

器
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
膵
が
ん

の
早
期
診
断
や
治
療
が
難
し
い
理
由

で
す
。

　

早
期
の
段
階
で
は
症
状
は
あ
り
ま

せ
ん
。
痛
い
、
出
血
す
る
、
腫
瘍
を

触
る
と
い
っ
た
症
状
が
出
て
く
る
の

は
進
行
し
て
か
ら
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

胆
汁
が
流
れ
る
通
路
で
あ
る
こ
の

領
域
に
が
ん
が
で
き
る
と
、
皮
膚
や

白
目
が
黄
色
く
な
り
ま
す
。
黄
疸
と

呼
ば
れ
る
症
状
で
す
。
同
時
に
尿
の

色
が
こ
げ
茶
色
に
な
り
ま
す
。
血
尿

　

20
年
前
に
は
「
肝か

ん

・
胆た

ん

・
膵す

い

は
さ

わ
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
手
術
の
困
難
さ
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
切
除
可
能
な
状
態

で
こ
れ
ら
の
が
ん
を
発
見
す
る
こ
と

が
ま
れ
で
あ
っ
た
た
め
で
す
。

　

胆
道
が
ん
・
膵
が
ん
は
増
加
傾
向

で
、
我
が
国
で
も
膵
が
ん
死
亡
者
数

は
年
間
２
万
人
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
胆
道
が
ん
も
年
間
1
万
4
千

人
以
上
の
人
が
こ
の
病
気
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。

　

昭
和
天
皇
が
膵
が
ん
に
罹か

か

ら
れ
た

こ
と
を
ご
記
憶
の
方
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
侍
医
た
ち
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

を
受
け
ら
れ
て
い
た
陛
下
に
も
拘
ら

ず
、
診
断
さ
れ
た
時
に
は
切
除
不
能

の
状
態
で
し
た
。

　

お
腹
の
奥
底
で
複
雑
に
臓
器
が
密

集
す
る
こ
の
領
域
の
が
ん
は
、
そ
の

診
断
・
治
療
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
胆
道
が
ん
・

膵
が
ん
の
お
話
で
す
。

　

胆
道
が
ん
と
は
肝
臓
で
作
ら
れ
た

胆
汁
が
、
十
二
指
腸
に
排
出
さ
れ
る

ま
で
の
通
り
道
に
で
き
る
が
ん
の
総

称
で
す
。胆
道
が
ん
は
、胆
管
に
沿
っ

て
這
う
よ
う
に
進
展
し
、
周
り
の
組

織
に
し
み
こ
む
よ
う
に
拡
が
る
こ
と

が
多
い
が
ん
で
す
。
は
っ
き
り
と
し

た
か
た
ま
り
を
つ
く
ら
な
い
場
合
が

多
い
の
で
、画
像
診
断
が
困
難
で
す
。

　

膵
臓
は
胃
の
背
中
側
に
の
び
て
い

る
厚
さ
２
cm
程
度
の
細
長
い
臓
器
で

す
。
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
イ

ン
ス
リ
ン
を
分
泌
し
た
り
、
膵
液
と

が
出
た
と
い
っ
て
泌
尿
器
科
を
受
診

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

黄
疸
が
出
始
め
る
と
全
身
の
か
ゆ
み

が
強
く
な
り
、
胆
汁
が
腸
に
流
れ
な

く
な
る
た
め
便
が
白
く
な
り
ま
す
。

	

た
だ
し
、
膵
尾
部
に
が
ん
が
で
き

た
場
合
、黄
疸
は
で
ま
せ
ん
。
ま
た
、

膵
臓
は
イ
ン
ス
リ
ン
を
分
泌
し
て
い

る
た
め
、
突
然
、
糖
尿
病
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
膵
が
ん
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

一
番
簡
便
で
有
効
な
検
査
は
超
音

波
検
査
で
す
が
、
胆
道
・
膵
臓
は
身

体
の
真
ん
中
に
位
置
し
、
ま
た
、
胃
・

腸
の
中
の
ガ
ス
で
邪
魔
さ
れ
て
、
全

体
が
見
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
も
と
も
と
の
臓
器
が
小
さ
い

の
で
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
で
あ

れ
ば
２
〜
３
cm
の
が
ん
は
ザ
ラ
で
す

が
、
胆
道
・
膵
臓
で
は
大
き
す
ぎ

て
原
発
臓
器
を
は
み
で
て
し
ま
い
ま

す
。

　

つ
ま
り
他
の
臓
器
に
で
き
る
が
ん

に
比
べ
て
よ
り
小
さ
い
状
態
で
発
見

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
簡

単
な
検
査
が
な
い
と
い
う
の
が
手
遅

れ
に
な
り
や
す
い
理
由
で
す
。
通
常

の
検
診
で
は
発
見
さ
れ
に
く
く
、
胆

道
が
ん
・
膵
が
ん
を
疑
う
こ
と
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
で
き
る
限
り
、
肝
・

胆
・
膵
の
専
門
家
の
い
る
施
設
を
受

診
し
、
検
査
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

胆
道
が
ん
・
膵
が
ん
は
難
治
性
が

ん
の
代
表
で
、
現
時
点
で
は
手
術
に

よ
る
完
全
切
除
が
唯
一
の
根
治
を
望

め
る
治
療
法
で
す
。

　

胆
道
・
膵
臓
の
解
剖
学
的
な
位
置

か
ら
、
手
術
自
体
、
身
体
に
大
き
な

侵
襲
を
伴
う
大
手
術
（
膵
臓
、
十
二

指
腸
、胆
の
う
、胆
管
、場
合
に
よ
っ

て
は
血
管
、
胃
、
肝
臓
の
一
部
を
一

緒
に
切
除
す
る
）
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
は
あ

ま
り
効
か
ず
、
治
療
成
績
も
良
好
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
手
術
に
よ
っ
て
社
会
復

帰
を
果
た
し
、
元
気
に
活
躍
さ
れ
て

い
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
早
期
発
見
に
よ
る
外
科
手
術
が

唯
一
、
治
癒
の
可
能
性
が
あ
る
治
療

と
な
る
た
め
、
早
期
発
見
で
き
る
よ

う
に
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑧

黄お
う
だ
ん疸

を
き
た
す「
が
ん
」の
お
話

最
近
、
黄
色
い
っ
て
い
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

医
師　

上
杉　

尚な
お
ま
さ正

（
専
門
：
外
科
）

胆
道
が
ん

膵
が
ん

ど
ん
な
症
状
が
出
ま
す
か

診
断

治
療
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⑤

◆
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
と
は

　
「
不
幸
の
手
紙
」
の
よ
う
に
、
不

特
定
多
数
の
人
々
の
間
を
増
殖
し
な

が
ら
転
送
さ
れ
て
い
く
電
子
メ
ー
ル

の
こ
と
で
す
。

　

メ
ー
ル
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が

虚
偽
の
情
報
で
す
が
、
ま
れ
に
募
金

の
呼
び
か
け
な
ど
善
意
に
基
づ
く
も

の
や
、
犯
罪
を
そ
そ
の
か
し
た
り
恐

怖
心
を
あ
お
っ
た
り
す
る
よ
う
な
悪

質
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
に
は

「
す
ぐ
に
転
送
し
て
友
達
に
知
ら
せ

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」
な
ど
と
、
不
特

定
多
数
へ
の
転
送
を
あ
お
る
文
句
が

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

［
相
談
］　

　

ア
パ
ー
ト
退
去
の
際
、
敷
金
の
返

還
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
賃
貸
人
か
ら

原
状
回
復
の
工
事
費
用
が
敷
金
を
上

回
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
逆
に
不
足

分
を
支
払
う
よ
う
請
求
さ
れ
た
。

　

原
状
回
復
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と

を
言
う
の
か
。

［
ポ
イ
ン
ト
］

　

国
土
交
通
省
が
ア
パ
ー
ト
退
去
時

に
お
け
る
原
状
回
復
に
つ
い
て
、
一

般
的
な
ル
ー
ル
を
示
し
た
「
原
状
回

復
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」に
よ
れ
ば
、「
原
状
回
復
と
は
、

賃
借
人
の
居
住
、
使
用
に
よ
り
発
生

し
た
建
築
価
値
の
減
少
の
う
ち
、
賃

借
人
の
故
意
・
過
失
、
そ
の
他
通
常

の
使
用
を
超
え
る
よ
う
な
使
用
に
よ

る
損
耗
・
毀
損
を
復
旧
す
る
こ
と
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

賃
借
人
が
借
り
た
当
時
の
状
態
に

戻
す
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

［
ア
ド
バ
イ
ス
］

　

契
約
を
す
る
前
に
、
退
去
時
の
原

状
回
復
な
ど
に
つ
い
て
、
賃
貸
借
契

約
書
の
内
容
を
よ
く
読
み
、
契
約
事

項
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

退
去
時
は
も
ち
ろ
ん
、
入
居
時
に

も
賃
貸
人
・
賃
借
人
双
方
が
立
ち
会

い
、物
件
の
状
況
を
確
認
し
、チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
が

有
効
と
い
え
ま
す
。
写
真
を
撮
っ
て

お
く
こ
と
も
ひ
と
つ
の
手
段
で
す
。

　

賃
貸
借
契
約
書
に
疑
問
点
が
あ
っ

た
り
、
万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

場
合
は
、
消
費
生
活
相
談
窓
口
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
費
生
活
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
０
９
９
９
）

　
　

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
の

　
　
　
　
　
　
「
原
状
回
復
」
と
は
？

◆
メ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
ら

他
の
人
に
転
送
し
な
い

　
　

転
送
さ
れ
た
人
が
嫌
な
思
い
を

　

し
た
り
、
同
じ
メ
ー
ル
が
何
回
も

　

届
い
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
を
受

　

け
ま
す
。

　
　

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
を
止
め
て　

　

も
、
被
害
（
災
い
）
を
受
け
る
こ

　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

文
中
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
た

り
メ
ー
ル
を
送
っ
た
り
し
な
い

　
　

自
分
の
ア
ド
レ
ス（
個
人
情
報
）

　

を
悪
用
さ
れ
た
り
、
不
当
な
請
求

　

を
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
被
害
を

　

受
け
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
っ
て
、
車
上
ね
ら
い
被

害
が
既
に
６
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

被
害
内
容
は
、
車
内
助
手
席
に
置

い
て
い
た
バ
ッ
ク
内
か
ら
現
金
を
抜

き
取
ら
れ
た
、
バ
ッ
ク
ご
と
盗
ま
れ

た
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
入
れ
て
い

た
Ｃ
Ｄ
等
が
盗
ま
れ
た
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
は
、
連
続
し
て

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

施
錠
し
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課　
（
２
５
・
３
３
７
３
）

◦
車
内
に
現
金
、
貴
重
品
を
置
か
な

い◦
車
内
に
鞄
、
バ
ッ
ク
等
を
置
い
た

ま
ま
に
し
な
い

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
に
ご
注
意
を

車
上
ね
ら
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

車から離れるときは
必ず施錠しましょう
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萩地域 

　

藍
場
川
（
大
溝
）
が
、
地
域
振
興

や
環
境
保
全
、
景
観
形
成
な
ど
に
貢

献
す
る
優
れ
た
疏
水
と
し
て
、
全
国

１
１
０
地
区
に
農
林
水
産
省
が
認
定

す
る
「
疏
水
百
選
」
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
県
内
で
認
定
さ
れ
た
の
は
藍
場

川
と
寝
太
郎
堰
（
山
陽
小
野
田
市
）

の
２
件
で
し
た
。

　

藍
場
川
は
、
毛
利
藩
政
時
代
に
大

溝
と
し
て
開
削
さ
れ
、
か
ん
が
い
用

水
の
ほ
か
、
防
火
用
水
、
物
資
の
運

搬
水
路
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
台
所
や
風
呂
場
な
ど
家

の
中
に
作
ら
れ
た
ハ
ト
バ
で
、
野
菜

の
洗
浄
や
洗
濯
な
ど
を
行
う
生
活
用

藍
場
川
が
「
疏
水
百
選
」
に

　

相
島
で
栽
培
さ
れ
た
さ
つ
ま
芋
を

使
用
し
た
焼
酎
の
名
称
が
「
は
ぎ
芋

焼
酎
あ
い
し
ま
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
市
椿
（
青
海
）
の
吉
中
勝
さ
ん

が
応
募
さ
れ
た
作
品
。
全
国
各
地
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
４
４
８
件
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
に
、
発
表
会
と
試
飲
会

が
行
わ
れ
、
同
日
か
ら
市
内
の
酒
類

販
売
店
で
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

価
格
は
１
５
０
０
円
（
容
量
７
２
０

は
ぎ
芋
焼
酎

　
　
　

あ
い
し
ま

ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

ml
）、
販
売
数
量
は
１
万
本
限
定
。

芋
焼
酎
の
商
品
化
は
県
内
で
２
番
目

で
す
。

　

こ
の
焼
酎
は
、
口
あ
た
り
が
ま
ろ

や
か
で
女
性
に
も
飲
み
や
す
い
も
の

で
す
。
ロ
ッ
ク
、
水
割
り
、
湯
割
り
、

ど
ん
な
飲
み
方
で
も
お
い
し
く
飲
め

ま
す
。農

林
水
産
省
が
認
定

水
と
し
て
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
市
民
団
体
「
藍
場
川
を

守
る
会
」（
会
長　

西
山
三
郎
）
が

鯉
の
放
流
な
ど
自
主
的
な
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

森
は
海
の
恋
人

　

２
月
26
日
、
田
床
山
市
有
林
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

森
林
は
、
川
や
海
に
栄
養
豊
富
な

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
な
ど
、
水

産
資
源
の
維
持
・
増
大
に
重
要
な
働

き
を
持
っ
て
い
ま
す
。こ
の
活
動
は
、

水
産
資
源
を
守
る
た
め
、
森
・
川
・

海
を
一
体
的
に
捉
え
、
漁
業
者
が
山

に
木
を
植
え
る
も
の
で
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
年
は
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
あ
わ
せ
て
１
２
０
人
が

参
加
。
２
０
０
０
㎡
に
ク
ヌ
ギ
、
コ

ナ
ラ
、
山
栗
な
ど
広
葉
樹
の
苗
木

７
０
０
本
を
植
樹
し
、
第
１
回
目
か

ら
の
通
算
植
樹
本
数
は
３
０
０
０
本

を
超
え
ま
し
た
。

漁
民
の
森
づ
く
り

　
　
　

植
樹
活
動

　

島
根
県
益
田
、
浜
田
両
市
と
萩
市

が
、
県
境
を
超
え
て
山
陰
地
方
の
共

通
課
題
を
討
議
し
、
広
域
的
な
連
携

を
深
め
る
３
市
長
会
議
が
２
月
17

日
、萩
博
物
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
回
目
と
な
る
今
回
は
、
３
市
が

共
に
合
併
し
、
日
本
海
沿
い
で
隣
接

市
と
な
っ
て
初
の
会
議
。

　

昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
島
根

県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト

ワ
」
を
核
と
し
た
観
光
の
連
携
や
、

萩
・
石
見
空
港
の
東
京
便
の
複
便
化
、

山
陰
自
動
車
道
の
整
備
促
進
、
職
員

交
流
の
活
発
化
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
に
合
意
し
ま
し
た
。

萩
市
・
益
田
市
・
浜
田
市
３
市
長
会
議
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劇
団
「
鹿
島
寿
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
公
演

木
造
毘
沙
門
天
像

　

灰
福
に
あ
る
玉ぎ

ょ
く
せ
ん
じ

泉
寺
か
ら
石
段
を

登
る
と
中
腹
に
毘
沙
門
堂
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
仏
像
を
安
置
す
る

厨ず

子し

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
中
に
毘

沙
門
天
が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
作
者

不
明
で
す
が
鎌
倉
初
期
の
作
と
い
わ

れ
、
一
木
造
で
こ
の
大
き
さ
は
県
下

最
大
。

　

毘
沙
門
天
は
、
体
長
１
６
５
㎝

で
、
唐
様
の
鎧
を
つ
け
、
左
手
に
宝

塔
、
右
手
に
宝
棒
を
持
ち
、
両
足
で

夜
叉
（
人
を
害
す
る
悪
鬼
）
を
踏
み

つ
け
て
い
ま
す
。
１
６
７
１
年
（
寛

文
11
年
）、
毛
利
の
宍
戸
就
宗
が
寄

進
。
約
40
年
前
ま
で
は
金
箔
で
覆
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
41
年
、
県
指

定
有
形
文
化
財
に
指
定
。

　
「
昔
、
山
崩
れ
の
災
害
で
、

生し
ょ
う
ふ
く
じ

福
寺
に
あ
っ
た
尊
像
が
川
を
下

り
、
海
を
渡
り
、
遠
く
見
島
に
流
れ

つ
き
、
宇
津
観
音
に
祀
ら
れ
て
い

た
。
が
、
そ
れ
か
ら
見
島
で
疫
病
が

　

２
月
16
日
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
わ
か
み
苑
に
劇
団
「
鹿

島
寿
」
一
座
が
来
所
し
ま
し
た
。

　

日
頃
、
地
域
の
方
と
交
流
が
少

な
い
施
設
生
活
で
す
が
、
歌
や
芝

居
に
と
白
熱
し
た
演
技
に
入
所

者
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
地

域
の
方
々
が
一
緒
に
な
っ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

劇
団
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
雅
ち
ゃ

ん
（
４
歳
）
が
熱
演
す
る
「
岸
壁

の
母
」
に
は
特
別
大
き
な
拍
手
が

沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。

川上地域

　

３
月
１
日
、
川
上
総
合
事
務

所
で
萩
市
消
防
長
感
謝
状
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
佐
久

間
興
正
さ
ん
（
64
歳
）、
山
根

俊
郎
さ
ん
（
79
歳
）、
山
根
安

子
さ
ん
（
73
歳
）、
山
根
美
千

子
さ
ん
（
77
歳
）。

　

１
月
31
日
、
川
上
郵
便
局
配

送
係
の
佐
久
間
さ
ん
が
、
川
上

地
域
の
民
家
か
ら
煙
と
炎
が
出

て
い
る
の
を
発
見
。
１
１
９
番

通
報
後
、
近
所
の
山
根
さ
ん
た

ち
と
協
力
し
、
水
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
を
実
施
し
、
被
害
を
最
小

限
に
く
い
止
め
た
こ
と
で
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
実
施

　
　

消
防
長
感
謝
状

流
行
っ
た
。
占
っ
た
と
こ
ろ
、
川
上

に
戻
す
べ
し
と
の
こ
と
で
、
疫
病
治

ま
っ
た
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
」

と
玉
泉
寺
の
末
益
和
尚
。
維
新
時
の

廃
仏
運
動
を
経
て
、
今
で
は
場
所
を

玉
泉
寺
に
移
し
祀
っ
て
い
ま
す
。

　

毘
沙
門
天
が
入
れ
て
あ
る
厨
子
も

興
味
深
い
造
り
。
堂
内
に
納
め
る
た

め
、
厨
子
の
屋
根
の
上
部
と
端
は
切

断
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厨
子
の

中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
立
っ

た
ま
ま
で
は
毘
沙
門
天
の
顔
が
拝
め

ず
、
座
っ
て
下
か
ら
仰
げ
ば
拝
顔
で

き
る
と
い
う
昔
の
人
な
ら
で
は
の
、

奥
ゆ
か
し
い
つ
く
り
。

　

毎
年
２
月
最
初
の
日
曜
日
に
、
毘

沙
門
天
大
祭
が
あ
り
、
地
域
の
人
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

毘
沙
門
天
の
両
脇
に
立
つ
吉
祥
天

女
と
善
日
童
子
、
厨
子
も
市
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
指
定
有
形
文
化
財

海
を
渡
っ
た
毘
沙
門
天

▶
木
造
毘
沙
門
天
立
像

▲左から、佐久間興正さん、山根俊郎さ
ん、山根安子さん、山根美千子さん
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田万川地域

酒さ
か

樽た
る

墓ば
か

　

Ｊ
Ｒ
江
崎
駅
前
通
り
を
県
道
に
出

て
、
右
へ
ゆ
る
や
か
に
登
る
と
、
す

ぐ
右
手
の
小
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ

に
、
安
永
年
間
に
建
て
ら
れ
た
、
県

下
で
も
珍
し
い
、
酒
樽
の
形
を
し
た

お
墓
が
あ
り
ま
す
。

　

墓
石
に
は
、「
浮
舟
庵
独
醒
風
士
・

安
永
の
秋
、
友
人
某
」
と
書
い
て
あ

り
ま
す
。
こ
の
お
墓
は
、
酒
好
き
で

い
な
が
ら
働
き
者
で
村
人
の
お
手
本

だ
っ
た
、「
五
郎
太
」
と
い
う
浪
人

風
の
武
士
の
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
お
墓
に
は
、
言
い
伝
え
が
あ

り
、お
墓
の
周
り
を
右
へ
３
遍
回
り
、

南
を
向
か
っ
て
酒
樽
墓
の
上
に
腰
を

お
は
な
し
会

（
下
田
万
）

下
ろ
し
て
、
た
ば
こ
を
吸
う
真
似
を

し
な
が
ら
、「
三
遍
回
っ
て
た
ば
こ

に
し
よ
う
」
と
言
う
と
、
願
い
事
が

か
な
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
験
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
こ
の
酒
樽

墓
に
お
参
り
す
る
親
子
の
姿
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

田
万
川
中
学
校
に
は
地
域
開
放

型
の
施
設
が
あ
り
、
利
用
し
て
い

る
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
と
生
徒
と

の
交
流
を
深
め
る
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
月
30
日
、
人
形
づ
く
り
を
し

て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
生
徒
が
和
紙

や
綿
な
ど
を
使
っ
た
人
形
を
作
り

ま
し
た
。
講
師
の
指
導
を
待
ち
き

れ
ず
、
ど
ん
ど
ん
先
に
作
る
生
徒

も
い
て
、
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

地
域
の
人
と
人
形
づ
く
り
で
交
流

　

２
月
19
日
、
田
万
川
中
学
校
多

目
的
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト

萩
・
草
の
芽
「
べ
っ
ぴ
ん
し
ゃ
ん
」

が
、
影
絵
や
紙
芝
居
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
乳
幼
児
か
ら
小
学
生

低
学
年
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
約

60
人
が
参
加
。
出
演
者
の
楽
し
い

お
話
に
子
ど
も
た
ち
は
終
始
笑
顔

で
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
今
後
も
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を

お
持
ち
の
方
は
、
参
加
し
て
み
て

は
い
か
か
で
し
ょ
う
。

　

２
月
26
日
、
田
万
川
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
人
権
に
関
す
る
標

語
や
習
字
、
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
者
55
人
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
講
演

で
、
漫
画
家
の
山
本
お
さ
む
さ
ん

が
、「
障
害
者
を
描
い
て
」
と
い

う
演
題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、『
ど
ん
ぐ
り
の

家
』
や
『
遥
か
な
る
甲
子
園
』
な

ど
障
害
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
や

地
域
を
描
い
た
作
品
を
多
く
手
が

け
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、
障
害

者
と
の
交
流
の
中
で
体
験
し
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
話
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
を
考
え
る
集
い
〜
推
進
大
会
〜

田
万
川
中
図
書
館
主
催

▲酒類が供えてある酒樽墓
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２
月
26
日
、「
む
つ
み
女
性
の
つ

ど
い
」
が
む
つ
み
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
開
催
、
高
俣
婦
人
会
な
ど

女
性
団
体
か
ら
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
事

例
と
歌
を
交
え
な
が
ら
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
問
題
に
つ
い
て
、
総
合
事
務
所

か
ら
ゴ
ミ
の
分
別
の
状
況
や
基
本
に

つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

女
性
が
関
わ
る
こ
と
の
多
い
身
近

な
問
題
に
、
会
場
か
ら
は
次
々
と
質

問
が
出
さ
れ
、
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

真
剣
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

高
俣
地
区
花
見
に
あ
り
ま
す
。

築
造
は
、
６
世
紀
か
ら
７
世
紀
初

頭
（
古
墳
時
代
）
と
み
ら
れ
、
横

穴
式
の
石
室
の
上
に
四
角
い
形
の

墳
丘
を
築
い
た
特
色
あ
る
方
墳

で
、島
根
県
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

県
下
で
は
同
じ
型
の
も
の
が
３
か

所
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

石
室
内
に
は
観
音
石
仏
が
ま
つ

ら
れ
、
耳
の
病
気
が
よ
く
な
る
と

い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
最
近
で

も
火ひ

吹ふ
き

竹だ
け

を
供
え
て
耳
の
病
気
の

完
治
を
祈
願
す
る
参
拝
者
が
絶
え

ま
せ
ん
。 県

指
定
史
跡

むつみ地域

　

２
月
18
日
、
む
つ
み
神
楽
保

存
会
主
催
で
１
年
の
締
め
く
く

り
で
あ
る
発
表
会
が
、
む
つ
み

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

淡
々
と
舞
う
子
、
勇
壮
に
舞

う
子
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
舞
う

子
・
・
。
そ
の
様
子
に
目
を
細

め
て
観
て
い
る
ご
家
族
、
囃
子

を
聞
き
な
が
ら
手
を
動
か
し
て

い
る
子
も
い
ま
す
。
楽
屋
を
覗

く
と
、
大お

ろ
ち蛇

の
後
片
付
け
を
し

て
い
る
ち
び
っ
こ
が
い
ま
し

た
。
次
代
の
後
継
者
が
育
っ
て

い
ま
す
。

子
ど
も
神
楽
教
室

　
　
　
　
　

発
表
会

　

２
月
11
日
、
む
つ
み
老
人
憩

の
家
で
「
第
38
回
囲
碁
･
将
棋

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
盤
の
前
で

腕
を
組
み
、
碁
石
や
将
棋
の
駒

に
集
中
し
、
長
い
こ
と
考
え
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
今
日
が
90

歳
の
誕
生
日
と
い
う
方
が
お
ら

れ
、
年
齢
で
も
腕
で
も
か
な
わ

な
い
と
嘆
く
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

各
地
で
の
大
会
も
少
な
く

な
っ
た
一
方
、
高
校
で
新
た
に

囲
碁
ク
ラ
ブ
が
新
設
さ
れ
た
と

聞
き
ま
し
た
。
愛
好
家
に
は
う

れ
し
い
話
題
で
す
。

ウ
〜
ム

囲
碁
・
将
棋
大
会

く
ら
し
の
知
識
を
高
め
よ
う穴

観
音
古
墳

　

女
性
の
つ
ど
い
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須佐地域

算
数
・
数
学
を

　
　
　

楽
し
も
う

畳
ヶ
淵

　

弥
富
下
藤
木
に
あ
り
、
径
50
〜
60

㎝
大
の
亀
甲
状
の
岩
石
が
敷
石
を
敷

き
つ
め
た
よ
う
に
整
然
と
並
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
の
岩
石
は
、
か
つ
て
火
山
で

あ
っ
た
阿
武
町
福
賀
の
伊
良
尾
山
が

噴
火
し
て
、
山
か
ら
弥
富
の
低
地
を

通
っ
て
流
れ
下
っ
た
溶
岩
流
が
冷
え

て
固
ま
る
と
き
に
規
則
正
し
く
六
角

形
と
な
っ
て
出
来
た
も
の
で
す
。（
田

万
川
地
域
小
川
地
区
の
玄
武
岩
柱
状

節
理
（
龍
鱗
郷
）
も
、
同
様
に
で
き

た
も
の
。）

　

畳
ヶ
淵
の
両
岸
に
は
、
垂
直
に
伸

　

２
月
14
日
、
奈
古
高
須
佐
分

校
で
、
各
界
で
活
躍
す
る
著
名

人
を
招
き
、
学
ぶ
こ
と
の
お
も

し
ろ
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
公
開
授
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
埼
玉
大
学
経
済

学
部　

岡
部
恒
治
教
授
を
講
師

に
迎
え
、
パ
ズ
ル
を
作
り
、
そ

の
過
程
を
論
理
的
に
考
え
る
こ

と
で
数
学
に
触
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
地
域
住
民
に

も
開
放
さ
れ
、
受
講
者
は
見
方

を
変
え
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
と
感
心
し
て
い

ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
須
佐
保
育
園
で

遊
び
の
教
室
の
親
子
11
組
も
特

別
参
加
し
て
の
豆
ま
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
み
ん
な
で
豆
ま
き
の

紙
芝
居
を
見
て
勉
強
し
た
後
、

早
速
豆
ま
き
。
鬼
が
現
れ
る
や

い
な
や
、
鬼
の
迫
力
に
恐
れ
、

先
生
や
親
に
し
が
み
つ
き
泣
き

叫
ぶ
子
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、

「
鬼
は
外
！
」
と
元
気
な
声
で

豆
を
ま
き
、
鬼
を
追
い
払
い
ま

し
た
。

　

最
後
は
ク
ラ
ス
毎
に
順
に
豆

を
ま
き
、
特
別
参
加
の
未
就
園

児
も
一
生
懸
命
拾
っ
て
い
ま
し

た
。

元
気
な
声
で

　
　
　

邪
気
払
い

Ｃ
Ａ
Ｐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

２
月
23
日
、
弥
富
小
学
校
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ａ
Ｐ
と
は
、
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ　

Ａ

ｓ
ｓ
ａ
ｕ
ｌ
ｔ　

Ｐ
ｒ
ｅ
ｖ
ｅ
ｎ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ
の
略
で
、「
権
利
意
識
」「
エ

ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
考
え
を
柱
と
し
た
、
子
ど
も
が
あ

ら
ゆ
る
暴
力
か
ら
自
分
を
守
り
、
人

権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
人
権
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
子
ど
も

た
ち
は
自
分
を
守
る
力
を
身
に
つ

け
、
保
護
者
・
地
域
住
民
の
大
人
は

子
ど
も
を
援
助
す
る
た
め
に
何
が
で

き
る
か
を
考
え
ま
し
た
。

び
た
六
角
柱
が
そ
そ
り
立
ち
（
柱
状

節
理
）、
河
床
に
並
ぶ
六
角
形
の
敷

石
の
間
を
清
流
が
流
れ
る
様
子
は
、

自
然
の
造
形
美
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。



市報HAGI●2006（平成18）年3月15日号�1

　

１
月
29
日
、
明
木
地
区
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
旭

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
と
旭
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
種
目
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
と
ペ
タ
ン
ク
で
、
32
チ
ー
ム

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
に
は
、
佐
々
並
地
区
卓

球
大
会
が
小
・
中
学
校
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
団
体
の
部
11
チ
ー
ム
、
混

合
ダ
ブ
ル
ス
の
部
47
組
の
出
場
が
あ

り
ま
し
た
。

　

寒
い
季
節
、
運
動
不
足
の
解
消
を

目
的
に
始
ま
っ
た
大
会
も
今
で
は
、

小
学
生
か
ら
高
齢
の
人
ま
で
、
誰
も

が
楽
し
め
る
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

旧
明
木
村
立
図
書
館
（
下
横
瀬
公
民
館
）

　

明
木
村
立
図
書
館
は
、
１
９
０
６

年
（
明
治
39
年
）、
国
内
最
初
の
村

立
図
書
館
と
し
て
開
館
し
、
今
年
は

発
足
１
０
０
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
に
２

代
目
と
し
て
建
て
ら
れ
た
旧
明
木
村

立
図
書
館
は
、
１
９
５
８
年
に
下
横

瀬
地
区
に
移
築
さ
れ
、
現
在
下
横
瀬

公
民
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
９
年
、
国
登
録
文
化
財
に
指

定
。

　

木
造
平
屋
建
て
44
㎡
の
昭
和
初
期

を
代
表
す
る
典
型
的
な
洋
風
建
築

は
、
当
時
を
偲
ぶ
建
物
と
し
て
今
な

お
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

冬
の
運
動
不
足
を　

　
　
　
　
　

解
消
！

旭地域

お
は
な
し
会

　

２
月
15
日
、
明
木
小
学
校
で
絵
本

作
家
の
松
田
素
子
さ
ん
の
お
は
な
し

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
い
つ
も
見
て
い
る
よ
」「
い
れ

ば
の
パ
ッ
コ
ン
（
お
か
し
い
お
じ
い

ち
ゃ
ん
）」
の
朗
読
に
、
子
ど
も
た

ち
は
、
熱
心
に
耳
を
か
た
む
け
聞
き

入
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
の
質
問
の

時
間
も
あ
り
、
松
田
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
本
の
お
も
し
ろ
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

絵
本
作
家
に
よ
る

　

２
月
12
日
、
佐
々
並
の
大
下
地
区

農
業
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、
集
落
ぐ
る

み
で
営
農
を
行
う
特
定
農
業
団
体

「
お
お
じ
も
フ
ァ
ー
ム
」
設
立
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
下
地
区
で
は
、
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
が
進
行
。
集
落
の

全
員
が
夢
や
希
望
を
持
っ
て
農
業
に

取
り
組
め
る
よ
う
、設
立
し
ま
し
た
。

５
年
以
内
に
農
業
生
産
法
人
に
な
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
は
18
人
、
組
合
長
に
は
藤

本
勝
利
さ
ん
。
経
営
規
模
は
、
水
稲

14　

、
大
豆
４
ha
で
、
将
来
的
に
は

露
地
野
菜
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

お
お
じ
も
フ
ァ
ー
ム

合
併
後
初
の
特
定
農
業
団
体ha

国
登
録
有
形
文
化
財
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福栄地域 

　

２
月
５
日
、
広
島
県
八
幡

高
原
１
９
１
ス
キ
ー
場
で

福
栄
地
域
ス
キ
ー
教
室
が
開

催
さ
れ
、
大
人
、
子
ど
も
合

わ
せ
て
73
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
指
導
者

の
も
と
、
レ
ベ
ル
ご
と
に
６

班
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
た
指
導
を
受

け
ま
し
た
。初
心
者
の
子
も
、

ま
ず
ス
キ
ー
板
に
慣
れ
る
こ

と
か
ら
始
め
、徐
々
に
上
達
。

指
導
者
も
、
子
ど
も
の
上
達

の
早
さ
に
は
感
心
。

　

寒
さ
も
忘
れ
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
教
室

　

紫
福
の
大
板
山
に
あ
り
ま
す
。
江

戸
時
代
の
製
鉄
遺
跡
で
、
県
指
定
史

跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

墓
地
・
人
足
小
屋
は
ダ
ム
建
設
に

よ
り
水
没
し
て
い
ま
す
が
、元
小
屋
、

砂
鉄
掛
取
場
、
鉄か

な

池い
け

、
高
殿
、
鍛
冶

屋
な
ど
の
施
設
の
跡
が
残
っ
て
お

り
、
規
模
は
県
内
で
は
最
大
で
す
。

　

宝
暦
年
間
（
１
７
５
１
〜
１
７
６

４
年
）、
文
化
年
間
（
１
８
０
３
〜

１
８
１
８
年
）、安
政
年
間
（
１
８
５

４
〜
１
８
６
０
年
）
に
そ
れ
ぞ
れ

操
業
さ
れ
、
原
料
と
な
る
砂
鉄
は
島

根
県
の
三
隅
町
か
ら
北
前
船
を
利
用

し
、
奈
古
港
経
由
で
搬
入
さ
れ
ま
し

大
板
山
た
た
ら
製
鉄
遺
跡

県
指
定
史
跡

た
。
こ
こ
で
作
ら
れ
た
鉄
は
、
長
州

藩
が
最
初
に
建
造
し
た
軍
艦
「
庚こ

う

申し
ん

丸ま
る

」
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

卓
球
の
集
い

　

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な

冬
。
運
動
不
足
解
消
の
一
つ
に

と
、
卓
球
の
集
い
が
、
２
月
６

日
か
ら
10
日
ま
で
福
栄
体
育
館

と
紫
福
小
屋
内
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
11
日
に
は
、
卓
球
の
集

い
納
め
大
会
が
福
栄
体
育
館
で

開
催
さ
れ
、
26
人
が
参
加
。

　

試
合
が
開
始
さ
れ
る
と
、「
カ

コ
ッ
、
カ
コ
ッ
」
と
ピ
ン
球
を

打
つ
音
が
体
育
館
に
響
き
わ
た

り
ま
し
た
。

　

卓
球
も
な
か
な
か
激
し
い
運

動
で
、
参
加
者
の
額
に
は
、
い

い
汗
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
コ
ッ
、
カ
コ
ッ

　

乳
幼
児
期
か
ら
の
生
と
性
の
教

育
。
自
分
を
大
切
に
し
、
相
手
も
大

切
に
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
た

め
、
ど
の
よ
う
に
い
の
ち
の
大
切
さ

を
伝
え
て
い
く
か
、
み
ん
な
で
考
え

て
い
こ
う
と
、
３
月
２
日
、
福
栄
保

健
セ
ン
タ
ー
で
「
い
の
ち
の
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
斉
藤
助
産
院
の
沖
野

雅
代
助
産
師
。
最
後
に
、「
生
ま
れ

て
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
お
子
さ

ん
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

い
の
ち
の
教
室
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山
口
銀
行
須
佐
支
店
廃
止

に
伴
う
振
込
口
座
の
確
認

　

３
月
13
日
に
、
山
口
銀
行
須
佐
支

店
が
廃
止
さ
れ
、
江
崎
支
店
に
業
務

が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
須

佐
支
店
の
口
座
へ
、
市
の
公
金
振

込
を
希
望
さ
れ
て
い
た
方
は
、
改
め

て
登
録
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
次
の
事
項
を
ご
確
認
の
う
え
、

会
計
課
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な

お
、手
続
き
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
口
座
内
容
】　

金
融
機
関
、
支
店
、

預
金
種
類
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義

問
い
合
わ
せ

会
計
課　
　
　
（
２
５
・
３
３
９
４
）

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
休
館

　

東
萩
駅
前
の
萩
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ル

に
あ
る
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
ホ

テ
ル
の
撤
退
や
、
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
な

ど
研
修
施
設
の
設
置
に
伴
い
、
年
々

利
用
者
が
減
少
し
て
き
ま
し
た
の

で
、
４
月
１
日
か
ら
当
面
休
館
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

法
務
局
の
不
動
産
登
記

事
務
処
理
変
更

　

３
月
27
日
か
ら
、「
土
地
・
建
物
」

の
登
記
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処

理
し
ま
す
。

①
不
動
産
登
記
簿
の
謄
本
ま
た
は
抄

本
に
代
え
て
「
登
記
事
項
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す
。

②
登
記
簿
（
閉
鎖
登
記
簿
を
除
く
）

の
閲
覧
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、「
登

記
事
項
要
約
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

③
登
記
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
他
の
登
記
所
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
処
理
庁
）
に
あ
る
土
地
・

建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

山
口
地
方
法
務
局
萩
支
局

（
２
２
・
０
４
７
８
）

パ
ス
ポ
ー
ト
が

Ｉ
Ｃ
旅
券
に
変
わ
り
ま
す

　

Ｉ
Ｃ
旅
券
発
給
の
た
め
、
３
月
20

日
か
ら
旅
券
発
給
申
請
書
様
式
と

写
真
顔
規
格
が
変
わ
り
、
手
数
料
が

１
０
０
０
円
値
上
が
り
し
ま
す
。

【
改
定
前
⇨
改
定
後
】

・
５
年
旅
券

１
万
円　

⇨　

１
万
１
０
０
０
円

・
10
年
旅
券

１
万
５
０
０
０
円

　
　
　

⇨　

１
万
６
０
０
０
円

※
現
在
お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
有

効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

旅
券
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
３
５
２
）

春
の
花
い
っ
ぱ
いコ

ン
ク
ー
ル

（
萩
市
全
域
が
対
象
で
す
）

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

協
議
会
で
は
、
一
年
を
通
じ
て
花
に

あ
ふ
れ
た
萩
づ
く
り
と
、
花
に
よ
る

募　

集

道
の
塀
、
壁
、
庭
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
以
下
の
小
規
模
な
花

壇
）
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に
観
賞
で

き
る
場
所
に
花
を
飾
っ
て
い
る
個
人

や
団
体
。

■
審
査
基
準　

全
体
の
デ
ザ
イ
ン
、

管
理
状
態
、
創
意
工
夫
等

■
審
査
日　

４
月
13
日
（
木
）

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会

■
申
込
方
法　

３
月
31
日
ま
で
に
、

都
市
計
画
課
ま
た
は
各
地
域
事
務
所

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
提
出
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
花
と
緑
の
推
進
係

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
６
４
４
）

市
民
の
緑
花
意
識
の
高
揚
を
目
指
し

て
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

花
と
緑
の
萩
づ
く
り
に
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

花
壇
部
門

・
地
域
、
職
域
団
体
の
部

　

各
地
域
や
事
業
所
等
で
管
理
さ
れ

て
い
る
花
壇
。

・
学
校
の
部

　

学
校
で
管
理
さ
れ
て
い
る
花
壇
。

・
個
人
の
部

　

個
人
で
管
理
さ
れ
て
い
る
花
壇
。

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以
上

の
花
壇
が
対
象
で
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
部
門

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の
沿

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

冷
蔵
庫　

健
康
器
具　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

五
月
人
形　

ぬ
い
ぐ
る
み　

プ
リ

ン
タ
ー　

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル　

普

段
着
着
物　

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト　

バ
ス
タ
オ
ル	

ガ
ラ
ス
大
皿　

大

皿　

オ
ー
ド
ブ
ル
皿　

草
履
・
下

駄　

冷
水
ポ
ッ
ト
セ
ッ
ト　

夏
物

ワ
ン
ピ
ー
ス　

防
寒
コ
ー
ト　

電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト　

Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ　

応
接
・
麻
雀
兼
用
テ
ー
ブ
ル　

電

動
自
転
車　

子
供
用
自
転
車　

ソ

フ
ァ
ー　

ス
タ
ン
ド　

布
団
・
毛

布　

植
木
鉢　

ウ
ィ
ン
ド
フ
ァ
ン

萩
高
男
子
制
服
・
体
操
服　

西
中

女
子
体
操
服

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

乳
母
車	

Ｍ
D
コ
ン
ポ　

自
転
車

子
供
用
自
転
車　

お
ま
る　

ろ
く

ろ　

テ
ー
ブ
ル　

カ
ー
ペ
ッ
ト　

電
子
レ
ン
ジ　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト　

幼
児
食
卓
椅
子　

萩
高
女
子

制
服　

東
中
カ
バ
ン　

明
木
小
男

子
制
服
・
体
操
服　

着
物
・
古
着

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
希
望
者
は
、
ま
ず
広
報
課

（
２
５
・
３
１
７
８
）へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
、

課
税
対
象
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
評

価
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
で
き
る

よ
う
に
、
市
内
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
等
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

■
縦
覧
で
き
る
も
の

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、

価
格
）

※
非
課
税
の
土
地
・
家
屋
、
免
税
点

未
満
に
よ
り
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
は
、
帳
簿

に
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
で
き
る
方　

市
内
の
土
地
・

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務
者

の
代
理
人

※
土
地
・
家
屋
の
い
ず
れ
か
一
方
の

み
の
所
有
者
は
、
対
象
資
産
の
縦
覧

帳
簿
の
み
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
３
日
〜
５
月
31

日
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分■
縦
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産
税

係
、
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、
支

所
・
出
張
所

※
総
合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所
で

は
、
そ
の
地
区
分
の
帳
簿
の
み
縦
覧

で
き
ま
す
。

■
縦
覧
に
必
要
な
物　

印
鑑
ま
た
は

本
人
確
認
が
で
き
る
物
。
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
、
代
理
人
の
印
鑑
。

法
人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任

状
、
縦
覧
者
の
印
鑑
。

■
手
数
料　

無
料
（
コ
ピ
ー
不
可
）

　

４
月
３
日
か
ら
、
平
成
18
年
度
の

固
定
資
産
課
税
台
帳
（
名
寄
帳
）
の

萩
市
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
萩
地
域
予
選
大
会

　

優
勝
・
準
優
勝
チ
ー
ム
は
、
６
月

18
日
の
各
地
域
代
表
決
勝
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
９
日
（
日
）、
16
日

（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

多
目
的
広
場
ほ
か

■
対
象
者　

萩
地
域
在
住
の
社
会
人

■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行
政

区
単
位
で
す
が
、
チ
ー
ム
編
成
が
困

難
な
場
合
は
隣
接
行
政
区
と
の
出
場

も
で
き
ま
す
。

・
１
部　

年
齢
制
限
な
し
。
24
歳
以

下
の
選
手
は
４
人
以
内
出
場
可
。
ま

た
36
歳
以
上
の
選
手
が
常
時
１
人
以

上
出
場
の
こ
と
。

・
２
部　

40
歳
以
上
。
た
だ
し
50
歳

以
上
の
選
手
が
常
時
３
人
以
上
出
場

の
こ
と
。

■
申
込
方
法　

３
月
22
日
ま
で
に
、

市
民
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
備

え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提
出

※
萩
地
域
以
外
の
地
域
予
選
は
、
現

在
調
整
中
で
す
。
詳
し
く
は
教
育
委

員
会
各
地
域
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（

２
５
・
７
３
１
１
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館
会
員

　

あ
な
た
も
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
づ

く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
活
動

・
萩
博
物
館
と
旧
久
保
田
家
住
宅
の

管
理
と
ガ
イ
ド

・
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
に
関
す
る
企

画
づ
く
り

・
ま
ち
に
出
て
お
た
か
ら
の
再
発
見
・

リ
ス
ト
化
・
活
用
・
情
報
発
信

・
都
市
遺
産
に
つ
い
て
の
研
修
会
や

講
演
会
の
開
催

・
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
管
理
と
運
営

な
ど

■
会
費　

入
会
金
１
０
０
０
円
、
年

会
費
２
０
０
０
円

申
し
込
み

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
事
務
局
（
２
５
・
３
１
７
７
）

相
島
ス
イ
カ
作
り

　
　
　
　
　
　

オ
ー
ナ
ー

　

ス
イ
カ
の
苗
木
を
買
っ
て
、
植
え

付
け
・
収
穫
な
ど
に
参
加
す
る
一
口

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
苗
木
の

管
理
は
地
元
で
行
い
ま
す
。

■
料
金　

一
口
５
０
０
０
円
（
苗
木

２
本
）

※
こ
だ
わ
り
の
一
果
採
り
の
た
め
、

１
本
の
苗
木
か
ら
１
個
（
８
㎏
以
上

の
大
玉
）
し
か
収
穫
し
ま
せ
ん
。

■
植
え
付
け
日　

４
月
16
日
（
日
）

■
収
穫
予
定
時
期
（
収
穫
祭
）
７
月

中
旬

■
募
集
口
数　

１
５
０
口

※
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
、
複
数
口

数
の
応
募
も
で
き
ま
す
。

■
主
催　

相
島
ス
イ
カ
作
り
オ
ー

閲
覧
を
開
始
し
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
方　

納
税
義
務
者
、

納
税
管
理
人
、
納
税
義
務
者
の
代
理

人
、借
地
人
・
借
家
人
等（
賃
借
権
者
、

地
上
権
者
そ
の
他
使
用
ま
た
は
収
益

を
目
的
と
す
る
権
利
を
有
す
る
方
）

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産
税

係
、
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課
、
支

所
・
出
張
所

■
閲
覧
に
必
要
な
物　

印
鑑
ま
た
は

本
人
確
認
が
で
き
る
物
。
代
理
人
の

場
合
は
委
任
状
、
代
理
人
の
印
鑑
。

法
人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任

状
、
閲
覧
者
の
印
鑑
。
借
地
人
・
借

家
人
等
は
、
契
約
書
等
の
権
利
関
係

が
わ
か
る
資
料
。

■
手
数
料　

１
回
２
０
０
円（
土
地
・

家
屋
の
価
格
等
の
縦
覧
期
間
中
は
無

料
）、
コ
ピ
ー
１
枚
２
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係（
２
５
・
３
５

４
３
）、
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課

ナ
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

　

３
月
20
日
ま
で
に
、
Ｊ
Ａ
萩
市
相

島
営
農
購
買
部
（
２
５
・
７
１
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）
田
中
へ
。
月
・
木
・
土

曜
日
の
午
前
８
時
〜
11
時
は
電
話

で
、
そ
の
他
の
時
間
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
受

け
付
け
ま
す
。

山
口
県
健
康
福
祉
祭

ス
ポ
ー
ツ
、
囲
碁
・
将
棋

大
会
の
参
加
者

　

大
会
で
の
成
績
上
位
者
は
、
10
月

28
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
第
19
回
全

国
健
康
福
祉
祭
し
ず
お
か
大
会
」
に

出
場
。

募　

集

土
地
･
家
屋
の
価
格
等
の
縦
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）

の
閲
覧

４月３日
から
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■
と
き　

５
月
18
日
（
木
）

■
と
こ
ろ　

山
口
県
維
新
百
年
記
念

公
園
ほ
か
（
山
口
市
）

■
参
加
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和
22

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

■
種
目　

卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン

ク
、
弓
道
、
剣
道
、
囲
碁
、
将
棋

■
申
込
方
法　

４
月
５
日
ま
で
に
、

高
齢
・
障
害
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
ま

た
は
各
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課
備

え
付
け
の
申
込
書
を
提
出

申
し
込
み

高
齢
・
障
害
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
２
５
・
３
１
３
７
）
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
健
康
福
祉
課

予
備
自
衛
官
補

■
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、
自
衛

官
勤
務
歴
の
な
い
方

○
一
般
公
募　

18
歳
以
上
34
歳
未
満

の
男
女

○
技
能
公
募　

18
歳
以
上
で
保
有
す

る
国
家
免
許
資
格
等
に
よ
り
最
高
55

歳
未
満
の
男
女

※
技
能
公
募
は
、
衛
生
、
語
学
、
整

備
、
情
報
処
理
、
通
信
、
電
気
、
建

設
に
関
す
る
国
家
免
許
資
格
等
保
有

者
が
対
象
で
す
。

■
採
用
試
験　

４
月
15
日
〜
17
日
の

い
ず
れ
か
１
日

■
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、
口
述
試

験
、
適
性
検
査
お
よ
び
身
体
検
査

申
し
込
み

４
月
７
日
ま
で
に
、
自
衛
隊
萩
募
集

事
務
所
（
２
２
・
２
４
０
９
）
へ

お
た
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

報
告
会

　
「
萩
お
た
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

と
は
、歴
史
・
文
化
的
遺
産
を
、発
掘
・

リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
お
互
い
が
共

有
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。
昨

年
12
月
に
明
木
地
区
の
お
た
か
ら
を

探
し
た
、
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
23
日
（
木
）
午
後
５

時
〜
７
時

■
と
こ
ろ　

明
木
「
乳
母
の
茶
屋
」

■
講
師　

西
山
徳の

り
あ
き

明
（
九
州
大
学
教

授
）、
橋
本
清せ

い
ゆ
う

勇
（
京
町
家
・
古
材

文
化
の
会
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
方

■
参
加
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ま
ち
な
み
対
策
課（

２
５
・
３
２
３
８
）

柑
橘
長
期
講
習
会

　

夏
み
か
ん
を
は
じ
め
と
し
た
柑
橘

の
栽
培
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
講

習
会
で
す
。

■
と
き　

４
月
〜
平
成
19
年
３
月
の

原
則
と
し
て
平
日
午
前
中（
計
９
回
）

■
と
こ
ろ　

萩
柑
き
つ
試
験
場
ほ
か

■
内
容　

接
木
・
剪
定
・
病
害
虫
防

除
・
土
壌
管
理
等

■
講
師　

萩
柑
き
つ
試
験
場
研
究

員
、
萩
農
林
事
務
所
農
業
部
員
、
全

農
や
ま
ぐ
ち
技
術
員
等

■
対
象
者　

柑
橘
栽
培
農
家
ま
た
は

今
後
栽
培
予
定
の
方

■
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

■
主
催　

県
柑
橘
同
士
会
長
北
部
会

■
申
込
方
法　

４
月
７
日
ま
で
に
、

農
政
課
ま
た
は
Ｊ
Ａ
各
支
所
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

農
政
課　
　
　
（
５
２
・
５
０
３
５
）

外
国
人
の
た
め
の日

本
語
講
座

■
と
き　

４
月
12
日
〜
７
月
５
日
の

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
（
５

月
３
日
は
除
く
。
計
12
回
）

■
と
こ
ろ		

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容		

初
級
Ⅰ
・
Ⅱ

■
講
師		

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料		

無
料
（
登
録
料
と
し
て

５
０
０
円
必
要
）

※
講
師
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

主
催
・
申
し
込
み

山
口
県
国
際
交
流
協
会（
２
２
・
２
１

５
９
）
三
村

　　 犬の飼い主の皆さんへ！

　生後３か月以上の飼い犬は毎年１回、狂犬病予防注射を受けるこ
とが法律で義務付けられています。また、新たに生後３か月以上の
犬を飼うときは、犬の生涯に一度の登録をしなければなりません。
　市では狂犬病予防注射と犬の登録受付を４月、５月に実施します。
都合の良い実施場所で受けて下さい。
◆犬の飼い主（登録済）の方へ
　実施の場所・時間については、「注射日程表」を送付します。また「注
射受付票」を送付しますので、必ず受付票を持参のうえ予防注射を
受けて下さい。
◆新規に犬を飼われる方へ
　実施の場所・時間などの詳細については、市役所または各総合事
務所で確認して下さい。
■料　金（１頭につき）
◦既に登録している犬　2,950 円（注射料金 2,400 円、注射済票交
　付手数料 550 円）
◦新たに登録する犬　5,950 円（登録料金 3,000 円、注射料金 2,400
　円、注射済票交付手数料 550 円）
　問い合わせ
　環境衛生課（２５・３１４６）または各総合事務所市民生活課

狂犬病予防注射を実施します

◆地区別予防注射日

４
月

３日㈪ 大島

４
月

10日㈪ 相島
７日㈮ むつみ地域 13日㈭ 見島
11日㈫,12日㈬ 萩地域 21日㈮ 川上地域
19日㈬,20日㈭ 福栄地域 26日㈬,27日㈭ 須佐地域
24日㈪,25日㈫ 旭地域 ５

月 ２日㈫ 田万川地域
４日㈫～６日㈭ 萩地域
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不
動
産
表
示
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
会

■
と
き　

４
月
１
日
（
土
）
午
前
９

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
相
談
内
容

【
土
地
】
分
筆
、
合が

っ
ぴ
つ筆

、
地
目
変
更
、

地
積
更
正
、
土
地
の
境
界
等

【
建
物
】
新
築
、増
築
、滅
失
、分
割
、

区
分
等

■
相
談
員　

山
口
県
土
地
家
屋
調
査

士
会
員主

催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
０
８
３
・
９
２
２
・
５
９
７
５
）

ス
ピ
リ
ッ
ト 

オ
ブ 

オ
セ
ア

ニ
ス　

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

　

外
国
人
観
光
客
船
ス
ピ
リ
ッ
ト

オ
ブ	

オ
セ
ア
ニ
ス
が
萩
へ
初
め

て
寄
港
し
ま
す
。
バ
ハ
マ
船
籍
の

４
２
０
０
ｔ
、
最
大
乗
客
数
１
１
４

人
の
大
型
客
船
で
、
今
年
萩
へ
８
回

の
寄
港
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

３
月
17
日
（
金
）
午
前
８

時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
港
（
小
畑
）

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

図
書
館
春
休
み
特
別
行
事

◆
は
・
は
・
は
る
だ
よ

【
わ
く
わ
く
子
ど
も
図
書
館
】

■
と
き　

３
月
25
日
（
土
）
午
後
２

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
内
容　

人
形
劇「
３
匹
の
こ
ぶ
た
」

や
手
遊
び
な
ど
お
た
の
し
み
！

■
定
員　

50
人
程
度

【
須
佐
図
書
館
】

■
と
き　

４
月
４
日
（
火
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
10
分

■
内
容　

影
絵
「
じ
ご
く
の
そ
う
べ

え
」
や
影
絵
遊
び
な
ど

■
定
員　

30
人
程
度

■
演
者　

い
ず
れ
も
ジ
ョ
イ
ン
ト

ネ
ッ
ト
萩
「
草
の
芽
」

■
対
象
者　

幼
児
・
小
学
生
と
保
護

者■
参
加
費　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館　
　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

◆
お
も
し
ろ
い
し
こ
ろ
ア
ー
ト

■
と
き　

３
月
28
日
（
火
）
午
後
２

時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

須
佐
図
書
館

■
内
容　

ア
ク
リ
ル
絵
具
を
使
っ
て

石
に
た
の
し
い
お
絵
描
き

【
薬
剤
師
】

■
受
験
資
格　

昭
和
50
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
薬
剤

師
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
平

成
18
年
３
月
実
施
の
薬
剤
師
国
家

試
験
に
合
格
し
、
当
該
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
者
で
、
市
内
に

居
住
で
き
る
者

【
理
学
療
法
士
】

■
受
験
資
格　

昭
和
43
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
理
学

療
法
士
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た

は
平
成
18
年
３
月
実
施
の
理
学
療

法
士
国
家
試
験
に
合
格
し
、
当
該

免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

で
、
市
内
に
居
住
で
き
る
者

■
試
験
内
容　

教
養
試
験
、
専
門

試
験
、
適
性
検
査
、
個
人
面
接
、

健
康
診
断

■
試
験
日　

４
月
30
日
（
日
）

■
募
集
期
間　

３
月
15
日
〜
４
月

14
日

※
当
日
消
印
有
効
、
締
切
日
直
前

の
場
合
は
速
達
で
送
付
の
こ
と
。

■
採
用
予
定
日　

原
則
６
月
１
日

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

総
務
課
人
事
係（
２
５
・
１
２
３
９
）

募
集

市
職
員（
萩
市
民
病
院
）

薬
剤
師
（
１
名
）

理
学
療
法
士
（
２
名
）

■
講
師　

河
村
ゆ
み
子
（
須
佐
湾
エ

コ
ロ
ジ
ー
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
人
）

■
対
象
者　

小
学
生

■
参
加
費　

無
料

■
持
参
品　

絵
具
拭
き
用
雑
巾

■
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

萩
市
長
杯
争
奪
市
内
３
高

校
硬
式
野
球
大
会

　

萩
、
萩
商
、
萩
工
業
の
硬
式
野
球

部
が
総
当
た
り
で
対
戦
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
２
日
（
日
）
午
前
８

時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（

２
５
・
７
３
１
１
）

第
６
回
萩
市
健
康
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
住
民
の
集
い

　

市
で
は
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
普
及
啓
発
の
た
め
、「
萩

市
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
住
民
の

集
い
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
健
康
づ
く
り
・
日
常
生
活

の
維
持
改
善
に
役
立
て
て
頂
く
よ

う
、
講
演
と
実
演
で
紹
介
し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
26
日
（
日
）
午
後
1

時
30
分
〜
午
後
4
時
（
受
付　

12
時

30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
入
場
料　

無
料

■
講
師　

青
柳
幸
利
（
東
京
都
老
人

総
合
研
究
所
）

■
講
演
「
歩
く
だ
け
で
効
果
あ
り　

〜
１
日
８
０
０
０
歩
健
康
法
〜
」

■
実
演　

運
動
効
果
の
あ
る
歩
き
方

の
指
導
等

※
運
動
が
出
来
る
服
、
運
動
靴
を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
事
務
局
（
２
４
・
３
３
８
０
）

第
２
回
萩
劇
場
開
催

　

田
町
商
店
街
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

す
企
画
。
市
民
と
萩
を
訪
れ
る
観

光
客
の
た
め
の
お
も
て
な
し
劇
場
で

す
。
ご
要
望
に
応
え
、
畳
の
劇
場
に

変
身
し
ま
し
た
。
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国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
２
０
０
６　

参
加
作
品

募
集

■
と
き　

３
月
26
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
劇
場
（
た
ま
ち
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
）

■
内
容　

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
民
謡

「
男
な
ら
」、一
坂
太
郎
歴
史
ト
ー
ク
、

大
道
芸

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

萩
お
み
や
げ
博

物
館
、
市
役
所
本
庁
受
付

主
催
・
問
い
合
わ
せ

北
浦
歌
謡
・
音
楽
・
芸
能
文
化
協
会

（
２
５
・
３
３
７
３
）
清
水
・
小
野

い
け
ば
な
池
坊
展

■
と
き　

４
月
２
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
、
３
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

会
員
に
よ
る
い
け
ば
な
作

品
約
１
５
０
点
の
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

池
坊
萩
支
部
（
２
５
・
７
５
７
８
）

神
崎

ぼ
ん
ぼ
り
流
し
雛
、

流
し
雛

　

現
在
、
旧
久
保
田
家
住
宅
ほ
か
市

内
７
か
所
で
開
催
中
の
「
萩
城
下
の

古
き
雛
た
ち
」
の
最
終
日
に
あ
わ
せ

て
流
し
雛
を
開
催
し
ま
す
。

陶
芸
展　

11
月
３
日
〜
12
日

　

プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
陶
芸
作
品

を
公
募
し
ま
す
。
優
秀
作
品
を
表
彰

し
、
入
選
作
品
は
、
旧
久
保
田
家
住

宅
、
伊
藤
博
文
別
邸
、
旧
田
中
別
邸

に
展
示
し
ま
す
。

■
作
品
点
数　

１
人
１
点

■
作
品
の
規
格　

大
き
さ
は
仕
上
が

り
寸
法
で
１
辺
50
㎝
以
内
の
立
方
体

（
換
算
）、
重
さ
は
50　

kg
以
内

■
応
募
料　

１
人
１
０
０
０
円
を
郵

便
振
替
で
払
込
。

■
応
募
方
法　

９
月
２
日
ま
た
は

３
日
に
、
作
品
に
所
定
の
応
募
書
類

を
添
え
て
、
日
本
通
運
㈱
山
口
輸

送
・
引
越
セ
ン
タ
ー
（
〒
７
５
３
︲

０
８
７
１　

山
口
市
朝
田
流
通
セ
ン

タ
ー

601
︲　
23
）
に
、
直
接
搬
入
ま
た

は
委
託
業
者
な
ど
に
よ
る
搬
入
。

■
発
表　

11
月
４
日
表
彰
式
、
入
賞

者
図
録
発
行
。

文
芸
祭
「
川
柳
」　

11
月
４
日

　

全
国
、
海
外
か
ら
作
品
（
事
前
投

句
）
を
募
集
し
、
入
賞
作
品
を
当
日

会
場
で
発
表
し
ま
す
。

■
応
募
区
分
・
課
題

高
校
生
・
一
般

「
雲
」「
開
く
」「
走
る
」「
土
塀
」

小
・
中
学
生　
「
雲
」「
開
く
」「
走
る
」

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月
30

日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
料　

１
人
１
０
０
０
円
を
郵

便
振
替
で
払
込
（
身
体
障
害
者
手
帳

の
写
し
を
添
付
さ
れ
た
方
、
小
・
中
・

高
校
生
は
無
料
）

■
応
募
方
法　

各
課
題
１
人
２
句

ま
で
。
所
定
の
応
募
書
類
に
記
入

の
う
え
郵
送
、
提
出
ま
た
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
る
投
句(http://

w
w

w
.city.hagi.yam

aguchi.jp/
kokubun/)	

■
発
表　

11
月
４
日
の
川
柳
大
会
で

表
彰
、
入
選
句
集
発
行
。
大
会
当
日

は
、
一
般
を
対
象
に
当
日
投
句
を
行

い
ま
す
。

　

前
日
の
夕
方
に
は
、
雛
を
描
い
た

１
０
０
基
あ
ま
り
の
「
ぼ
ん
ぼ
り
」

に
火
を
灯
し
て
流
し
ま
す
。

○
ぼ
ん
ぼ
り
流
し
雛

４
月
２
日
（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜

○
流
し
雛

４
月
３
日
（
月
）
午
前
10
時
〜

■
と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
藍
場
川
沿
い

（
旧
湯
川
家
屋
敷
前
〜
桂
太
郎
旧
宅
）

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

吉
田
松
陰
顕
彰
吟
詠
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会

■
と
き　

４
月
９
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
入
場
料　

無
料

■
内
容　

吉
田
松
陰
の
漢
詩
、
和
歌

に
よ
る
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

主
催
・
問
い
合
わ
せ

吉
田
松
陰
顕
彰
吟
詠
実
行
委
員
会

（
０
８
３
・
９
２
５
・
８
６
６
６
）
木

原寄
付

　

藤
川
書
店
か
ら
、
読
書
振
興
の
た

め
に
、
書
架
と
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進

課
第
21
回
国
民
文
化
祭
萩
市
実
行
委

員
会
事
務
局
（
２
５
・
３
５
９
０
）

※
い
ず
れ
も
詳
細
は
市
民
活
動
推
進

課
、
各
総
合
事
務
所
備
え
付
け
の
募

集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
川
柳
教
室

　

国
民
文
化
祭
川
柳
大
会
に
向
け

て
、
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
い
川

柳
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
日
頃
感

じ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ
と
な

ど
を
川
柳
で
あ
ら
わ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◦
３
月
22
日
（
水
）
午
後
３
時
〜
４

時
▽
須
佐
図
書
館（
０
８
３
８
７
・
６

・
５
５
０
０
）

◦
３
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
▽
萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３

５
５
）

◦
３
月
27
日
（
月
）
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
▽
田
万
川
中
学
校
多
目
的

室
〔
担
当
：
田
万
川
中
学
校
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
３
・
０
５
５
６
）〕

◦
３
月
28
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
▽
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
〔
担
当
：
明
木
図
書
館
（
５
５
・

０
３
１
４
）〕

■
講
師　

萩
川
柳
会
会
員

■
対
象　

小
学
生
以
上

■
参
加
費　

無
料

■
持
参
品　

筆
記
用
具

申
し
込
み　

各
図
書
館

平成18年11月3日（金・祝）～11月12日（日）
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本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※ 2 月 16 日～ 2 月 28 日受付分

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

■人の動き（平成18年２月末日）
　人口／59,311人（前月比−71）　男／27,351人（前月比−42）
　女／31,690人（前月比−29）　世帯数／24,733世帯（前月比−4）
　出生／24人　死亡／61人（２月分）

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

　県内市町村を対象に行われている「山口県広報コ
ンクール」で、萩市の広報紙、「市報ＨＡＧＩ」８
月 15 日号が、広報紙部門（市部）で光市に次いで、
入選１席に選ばれました。
　15 日号に各地域の話題を紹介する「地域トピッ
クス」コーナーを設けるなど、新市の一体感が出て

「市報ＨＡＧＩ」
県広報コンクールで入選１席

いること、めりはりの
あるレイアウトや紙面
のバランスの良さなど
が評価されました。
　今後も、市民の皆さ
んに行政情報をわかり
やすくお知らせする広
報を努めていきたいと
思います。

　活きたシロウオをそのままスイチ（酢醤油）で食べる踊
り食いが有名。コリコリ・プリプリした食感とほろにがい
味わいを楽しみます。ただし、これは観光化された食べ方
で、地元の人はもっぱら澄まし汁や、天ぷら、雑炊などで。
特に人気があるのは卵とじで、これが一番美味しい食べ方
です。
　いずれも２月の下旬頃から４月上旬まで、萩市内の主な
旅館ホテル、料理屋や居酒屋等で味わうことができます。

し ろ う お

長さ５㎝程度で成魚
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